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巻　頭　言
山　下　　　勝

　2020（令和 2 ）年 5 月 1 日から，黒野祐一第 4 代教授より鹿児島大学大学院耳鼻咽喉

科・頭頸部外科学教室を引き継がせていただきました。

　新型コロナ禍の中の着任となり，同門会の先生方には満足のいくご挨拶もできないま

ま今日に至っておりますことを，大変心苦しく思っております。一方，このような中に

もありながら，多くのご支援ならびにご指導をいただけておりますことは，同門会との

強い絆を実感するとともに大変幸せなことと感じております。

　2019年12月，中国武漢にて原因不明の肺炎が報告されました。後に明らかになるこの

新型コロナウイルス感染症は，瞬く間に全世界に広がり，今尚恐るべき猛威をふるい続

けています。2021年になり国内でもワクチン接種が開始されていますが，種々の変異株

の発生により終息の目途はたっていません。2020年11月に日本医師会より示された「新

型コロナウイルス感染症の診療所経営への影響」では，2020年 6 月までのデータではあ

りますが，小児科および耳鼻咽喉科が入院外総件数対前年比30％減を下回る非常に厳し

い状況です。一方で，小規模な研究会から国内外の大きな学会までウェブ開催やハイブ

リッド開催が，当然のこととなり最新の情報が入手しやすくなったことも事実です。大

学での会議なども順次ウェブ形式が導入されてきております。今後，ポストコロナ時代

が到来するのか，ウィズコロナ時代が継続するのか先が見通せない状況ではあります

が，同門会の皆様とともにより良い耳鼻咽喉科診療を目指していきたいと思います。

　鹿児島大学病院では新しい外来棟（Ａ棟）の建設が進められています。今後の大学病

院の目玉となる改革ではありますが，同時に大きな負担を抱えることになります。当教

室はもとより，鹿児島大学病院を失うことがないよう，まずはしっかりとした臨床の基

盤を確立していきたいと考えております。

　そのためには，入局者を増やすことが必要条件です。日本専門医機構の試算では，

2024年の鹿児島県の必要医師数から換算すると，毎年 6 名の新入局員を要請する必要が

あります。一方で，厚生労働省の試算により，将来的に耳鼻咽喉科医数の抑制が必要と

もいわれています。鹿児島大学専門研修プログラムには2020年は 3 名が後期研修医とし

て登録してくれました。2021年には後に挨拶があります，峠早紀子先生 1 名が登録して

くれています。まだまだ必要数には至っておりませんが，後期研修医の先生方にしっか

りとした教育を行うことで，次世代を担う若い力を継続的に育ててまいりたいと思いま

す。

　“The key to everything is patience. You get the chicken （Great ENT doctor） by 
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hatching the egg, not by smashing it.” Arnold H. Glasgow （1905-1998）

　研究についても，黒野前教授が成し遂げられた多大な成果を目標として，順次立ち上

げてまいる所存です。2021年 4 月より宮本佑美先生が大学院博士課程に進学してくれま

した。今後，動物実験施設の移転など様々な障壁もありますが，一歩一歩着実に進めて

いきたいと思います。

　同門会誌「さくらじま」は大山勝第 3 代教授により，昭和62年 3 月に第 1 号が発刊さ

れました。当時，赴任10年目を迎えられ，「鹿大耳鼻科との出会いがなかったら，私の

歩んだ人生は，大きく変ったものとなっていたと思う」，と綴られています。今回が第

35号となりますが，当教室の伝統を守りつつ，次なる世代へとつないで参ります。

　若輩者ではございますが，鹿児島県の耳鼻咽喉科医療の将来のために全力で挑みたい

と思います。同門会の先生方におかれましては，今後とも引き続きご指導ご鞭撻を賜り

ますよう，何卒よろしくお願いいたします。
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会長挨拶
死生は均（ひと）し（死と生は同じもので区別はない：藤原惺窩）

森　山　一　郎

　会長になって初めての同門会総会が2021年 1 月16日（土曜日）に開かれました。コロ

ナ禍での Web 開催でした。また，同日の地方部会学術講演会もオンラインで行われま

した。Web 会議はいま一つ臨場感にかけあまり好きになれませんが，県内外から移動

の手間や時間の拘束などを考えると，もっと馴染んで常態化していってもよいのかもし

れません。しかしながら，参加される会員全員のネット環境の確認や資料作成などの入

念な準備が必要な幹事の苦労は，必ずしも軽減されてはいないようです。大堀純一郎先

生はじめ関連した先生方，事務職員に心より感謝いたします。

　話は変わりますが，先日木曜休診日の朝散歩中，回収ルール違反で放置されたごみを

丁寧に処理されている近所のおじさんに出会いました。話を聞くと，20年来不正に投棄

されたごみを処理して，ごみ収集可能な形で再提出又は自分で処分されているとのこと

でした。以前は電子レンジの投棄があり，これもちゃんとねじを外して解体し，適切に

分別しなおしたそうです。このような善良な住民にお会いすると思わず頭が下がりま

す。こういった方々に支えられ，美しい日本が維持できていることを痛感しました。

　会長職に就いてから，さていったい何をすべきか，自問してきた 1 年間でした。自分
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にできることは，会員の様々なご意見を拾い上げ，丁寧に真摯に対応することしかなさ

そうです。縁の下の力持ちとして，同門会を支え居心地の良い会に作り上げていく。そ

して会員全員が同門会を盛り上げてくれることを祈るばかりです。そんな中，山本前会

長を名誉会長に推す意見と，物故会員への追悼文を募って同門会誌「さくらじま」に掲

載する提案が出てきました。どちらも建設的な意見で大賛成でしたので，さっそく臨時

役員会で取り上げてもらい，同門会会則の見直しと今回の「さくらじま」への追悼文の

掲載が決定しました。これからも同門会の先生方のいろんな意見や提案を忌憚なくお聞

かせください。

　さて，この 1 年で同門会会員の 4 人の先生がお亡くなりになりました。

　小生の愛読書の一つに徳富蘇峰の「吉田松陰」があります。その中で深く感銘を受け

た記述があります。松陰は満29歳で処刑されますが，自分の30年間を振り返れば惜しい

けれども，もって生まれた人寿の中で四時（四季 : 春夏秋冬）を完遂させたと思えば，

哀しむことはないと言っています。

　「10歳にして死するものは10歳中自（おのずか）ら四時あり。20は自ら20の四時あり。

…50，100は自ら50，100の四時あり。10歳を以て短しとするは，蟪蛄（けいこ：夏ゼミ）

をして霊椿（れいちん：古椿の霊）たらしめんと欲するなり。云々」

　亡くなられた先生方の中には世間一般からすれば，短命だった先生もいらっしゃいま

すが，それぞれの四時を全うし全力で駆け抜けた生涯だったと思います。

　生きる死ぬを考えれば考えるほど，宗教的な或いは哲学的な迷いの中に入り込んでし

まいます。最後に，晋の盧諶（ろしん）の詩「死生は既に斉（ひと）し」を挙げて本稿

を閉じます。

　衷心より 4 人の先生方のご冥福をあらためてお祈りいたします。
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Ⅰ．山下教授就任特集

山下　勝教授　略歴
氏　名：山下　勝（やました　まさる）
生年月日：昭和45年12月25日（50歳）
本　籍：兵庫県伊丹市
経　歴：平成 8 年 3 月　鹿児島大学医学部医学科　卒業

平成 8 年 7 月　京都大学医学部附属病院　耳鼻咽喉科　研修医
平成 9 年10月　静岡市立静岡病院　耳鼻咽喉科　医員
平成12年 9 月　西神戸医療センター　耳鼻咽喉科　副医長
平成15年 4 月　京都大学大学院　医学研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

 博士課程入学
平成19年 3 月　同　修了（京都大学博士（医学））
平成19年 4 月　米国ウィスコンシン大学　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　客員研究員
平成22年 1 月　草津総合病院　頭頸部外科センター　部長
平成24年 4 月　田附興風会医学研究所　北野病院　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　

 副部長・リハビリテーションセンター　副センター長・第 5 研
究部　主任研究員

平成28年 4 月　京都大学大学院医学研究科　耳鼻咽喉科・頭頸部外科　助教・
 病棟医長
平成30年 4 月　静岡県立総合病院　頭頸部・耳鼻いんこう科　部長
令和 2 年 5 月　鹿児島大学大学院　医歯学総合研究科　先進治療科学専攻　
 感覚器病学講座　耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野　教授

 （京都大学客員研究員，京都大学医学部　臨床教授・非常勤講師　兼任）
専門分野：臨床；喉頭科学，頭頸部腫瘍，鼻科学
　　　　　研究；喉頭気管における再生医療，組織医工学
所属学会：日本耳鼻咽喉科学会　代議員

日本頭頸部癌学会代議員
日本頭頸部外科学会代議員
日本気管食道科学会評議員
日本喉頭科学会評議員
日本口腔・咽頭科学会評議員
日本音声言語医学会評議員
耳鼻咽喉科臨床学会運営委員
American Broncho-Esophageal Association； Active member
その他



－6－

山下　勝 教授の包容力と躍動に期待します
うえの耳鼻咽喉科クリニック　鹿児島県耳鼻咽喉科医会会長　上野　員義

　山下　勝　教授のご就任を医会としても歓迎いたします。早速，昨年10月，感染対策

を施し，医会主催で，山下教授のご講演を拝聴しました。その際，医会員一同，先生の

優しいお人柄と包容力，未来へのエネルギーを感じました。

　昨年春，学会（日耳鼻）と協力し，全国の都道府県医会を統合する形で臨床耳鼻咽喉

科医会が設立され，学会と医会が一致協力し，様々な分野で耳鼻咽喉科の発展に，グ

ローバルかつローカルに寄与することが確認されました。特に，昨今のコロナ禍のよう

な緊急時において，学会と医会の協力は不可分となってきました。そのような中，早速，

山下先生が率先して鹿児島県耳鼻咽喉科医会に B 会員（勤務医会員）として，静岡県

から異動入会していただきました。改めて先生の包容力に感銘しました。

　「日本人の心の底にはいつも山がある」，「富士山だけは，ただ平凡で大きい。しかし，

結局その大きな包容力にかなわない」（深田久弥，日本百名山から）。山下先生は，静岡

にて激務をこなしながら日々富士山を眺め，包容力を培ったと想像されます。一方，桜

島は何といっても，エネルギッシュ，躍動の山であります。山下先生が，鹿児島大学に

凱旋されたのも，鹿児島での 6 年間の学生生活で培われた心の底の桜島が，先生の躍動

性に火をつけたのではと推察します。

　先の深田久弥の名言に「登山心得の一つ，嵐の日に出発せよ」が，あります。富士山

と桜島に負けない先生の包容力と躍動に期待し，コロナ禍からのスタートですが，様々

な困難に立ち向かい，鹿児島の耳鼻咽喉科の頂点で「晴天を衝く」ことを大いに期待し

ます。

山下　勝　教授　ご就任おめでとうございます。
日本医科大学医学部　耳鼻咽喉科学　松根　彰志

　私が山下先生に初めてお会いしたのは，まだ先生が鹿児島大学の学生で耳鼻咽喉科に

ポリクリでまわって来られた時でした。私は，当時鹿児島大学の耳鼻咽喉科に勤務して

いましたので，いろいろお話したと思うのですが，郷里が私と同じ大阪でどうやら耳鼻

咽喉科医になるお気持ちがおありだということが次第にわかってきました。当時は，今

のような初期研修制度は無くストレート入局 OK の時代でしたので，当然のことなが

ら優秀な人材確保の為に勧誘活動頑張りました。しかし，「関西に帰って，耳鼻咽喉科」

Ⅰ．山下教授就任特集
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というのを希望され京都大学の耳鼻咽喉科に入局されました。かなり残念な思いをした

ことを記憶しています。その後，京都大学の医局で耳鼻咽喉科一般，更には咽喉頭領域

を中心に研鑽，研究を積まれました。その間，臓器別，病態別の学会でお会いすること

は無かったのですが，特に私が日本医大に移った頃から，日耳鼻総会や耳鼻臨床では声

をかけていただき近況などお話する機会がありました。とは言え，まさかこういった形

でまた母校の鹿児島大学に戻って来られることになろうとは予想していませんでしたの

で，とても驚きました。先生が，教授に就任されるのと前後して新型コロナ感染症の時

代となり，鹿児島―関西―関東の往来は難しい時代になってしまいました。しかし，ご

就任前後以降，お電話や私が担当しております「武蔵小杉の研究会」で web 特別講演

（本年 2 月）していただいたりと，コミュニケーションをとらせていただきましたとこ

ろ，鹿児島大学の教室を山下教室として立ち上げるのに並々ならぬ強い決意と情熱を

持っておられることを直接お聞きして，心から期待したいと思っております。この時，

「鼻科領域も・・・・」というビジョンもお聞きしておりますので，是非とも頑張って

いただきたいと思います。私事ですが，今年の10月には62歳になりあとせいぜい 3 年ぐ

らいとなりました。当地に来て神奈川や東京の先生方，日本医大の皆様のお世話になっ

てちょうど10年，本当に早いものです。「少年老い易く学成り難し，一寸の光陰軽んず

べからず」とはよく言ったものです。是非とも，山下先生には最初からエンジン全開で

遠慮することなくご自身のお考えでやっていかれることを祈念申し上げます。最後に，

私が当地で何とかやらせていただけているのは，好酸球性副鼻腔炎症例をはじめ多くの

（手術）症例を，これでもかこれでもかと，紹介して下さる近隣の耳鼻咽喉科，呼吸器

内科の先生方のお陰です。鹿児島の皆様におかれましては，鹿児島大学，山下教室の今

後の発展とともに歩んでいただけることを期待して，はなはだ拙文ながら，お祝いの投

稿とさせていただきます。

山下　勝教授のご就任をお祝いして，
大昔の医局の思い出と一女性医師のドタバタ人生

林内科胃腸科病院（ことばときこえの外来）　鹿島　直子

　山下　勝先生，鹿児島大学教授ご就任おめでとうございます。大きな期待と歓びを

もってお迎えします。もうすでに鹿児島県の小児難聴，特に新生児聴覚スクリーニング

後の医療，療育の問題についても，多くの頼もしい将来展望をお示しくださっています。

またご赴任後早速でしたが，「鹿児島県新生児聴覚検査にかかる手引き書」作成委員と

してもご参加いただき，具体的なご指導，ご指示をいただきました。本年 1 月，鹿児島

Ⅰ．山下教授就任特集
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県こども課から第 1 版の発行となりました事，感謝申し上げます。

　ご自分の専門分野である頭頚部外科だけではなく，鹿児島県耳鼻咽喉科医療のすべて

について，リーダーとしての責任と気概をお示しくださっていることに，安心と感謝の

気持ちでいっぱいです。ひたすらご発展を祈ります。

　大学の医局とはとても面白いことにあふれていて，愉しいところだと，私は今でも

思っています。子どもの頃からの知りたい，解決したいとか思う心を失わずに，いろい

ろなことをやり遂げられるところだとも思うのです。日常の臨床の中からも，材料を見

つけることができます。大昔，私自身は在局中に 3 人も出産して，いろいろ諦めました

が，若い医局員のみなさまは，山下教授と共に大いにでっかい夢に挑戦してください。

　さて，昔話になりますが，1969年，九州大学耳鼻咽喉科学教室，当時河田政一教授が

会長として日本耳鼻咽喉科学会学術総会を開催されました。同教室ご出身の久保隆一教

授にはシンポジウム「咽頭腫瘍の治療」のシンポジストの一人として依頼がありました。

早速シンポジウム対策会議が開かれましたが，席上久保教授から「 5 年生存率を検討す

る以外に“他に何かないか”」という提案がありました。当時のがん治療はまず 5－ FU

点滴静注とコバルト照射併用，手術，術後再度化学療法・照射が基本でしたので「薬剤

投与後，何時間で局所濃度がピークになるのかを検討してはどうですか。そのピーク時

に照射するという設定です。扁桃組織だったらできます」とつい私は安易な発言をしま

した。そして結局「君やってみなさい」という事になりました。その後 5－ Fu メーカー

（協和発酵）の開発担当の方には本当にお世話になりました。今でも感謝しています。

　実験を簡単に説明しますと，トリチウムでラベルした 5－ FU 薬剤を実験犬に静注し，

そのあと30分， 1 時間， 2 時間， 3 時間まで，基本的に30分単位で経時的に扁桃組織を

摘出し，それぞれのトリチウム濃度を測定するという方法でした。測定は東大の研究室

に依頼していただきました。結果としては，投与後 2 時間で組織内トリチウム濃度が

ピークとなったと記憶しています。これを受けて臨床でも照射時間が設定されました。

まだ問題はありましたが，症例検討もなんとか形になり，スライドも完了して，準備終

了となりました。

　その時急に背後から「君，原稿はどうなっているのか」と声がしました。私も日耳鼻

総会に「突発性難聴」の演題を提出していました。学内の写真室でスライドは出来上

がっていましたが，なにしろ教授のシンポジウムの原稿自体がぎりぎりの上がりでドタ

バタして，自分の事どころではありません。当時私は医局長でした。結局，翌日の福岡

に向かう夜行列車の上段で寝そべってようやく仕上げました。予演会もなく，乱暴なこ

とではありました。

　私の発表は，発症時の聴力型の分類やそのタイプごとの治癒状況の分類などいくつか

の要素を検討してウイルス，血管障害，迷路浮腫，ストレス等々予測される発症機序に
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よって治癒過程にも差があるようだというようなことであったと思います。「星状神経

節ブロックも有効」が，当時共通認識でその後も，施行してはいましたが，本当にそう

かなと今でも思っています。それもこれも，やっぱり突難の発病原因が真に解明されて

いないからでしょう。フロアーからの質問や座長の温かい言葉が印象的でした。その年

のオージオロジー学会でも発表して，「突発性難聴特集号」の執筆者の一人に加えてい

ただきました。

　教授のシンポジウムも無事終了いたしました。ただ，鹿児島大学の治療成績は，他を

寄せ付けず，抜群に良好でした。確かになんとなく気になるほどでした。その後も，他

教室の臨床データの講演や会誌の投稿論文でも「鹿児島大学の報告は特殊である」とほ

んの一言のコメントが見受けられまた。

　その後，みなさまご承知のように1977年，京都大学内科・高月　清先生（熊本大学名

誉教授）によって，「日本列島の南西部に多発する細胞性白血病として成人 T 細胞白血

病（ATL）」が特定されました。これこそ歴史的な ATL の発見でした。それによって

1979年，私が，国立鹿児島病院から退官後久保教授が嘱託医として，松村助教授が部長

である鹿児島市立病院に移動したころには，すでに ATL の病理学的診断も確立されて

いました。その頃，臨床現場では ATL 由来リンパ腫（扁桃腫瘍形成など）治療もまだ

内科ではなく，腫瘍の存在箇所によって各科で担当していた時代でした。そこで，多く

の腫瘍症例を治療するうちに，きっと，あのシンポジウムの咽頭がん統計では鹿児島で

も当然非常に多かったATL起源悪性リンパ腫が含まれていたのではと思いました。今，

当時の血液や病理標本を見直すことが出来たら面白いのにと思っております

　さらに ATL を除外しても，特に中咽頭がんには，扁平上皮癌・腺癌という分類と進

展状況だけでは説明しきれない何か，腫瘍の顔も治り方も違うタイプがあるような気が

していました。発病年齢も違いました。今話題のHPV起源がんです。“これは何か違う”

と思いつつ，定年を迎えてメスを措きましたが，いま，遺伝子検査はいろいろなものを

明らかにしてくれていますし，免疫療法の進展も楽しみです。私は日耳鼻総会でも，○

○領域講習よりも，時には半分も理解出来ないこともありますが，私がこの世を去った

あとの将来がみえる若い研究者の発表が楽しみです。しかしこの10年ほど日本医師会の

委員や鹿児島県医師会の常任理事などで出張と会議が重複して学会にも出かけられない

状況が続きました。

　鹿児島市立病院では久保教授の最後の手術まで，すべてご一緒させていただきまし

た。ある意味戦闘的でありつつも，きちんと整理された芸術的手術でした。それ以後も

おかげさまで，頭蓋底も怖くはありませんでした。まもなくして，鹿児島市立病院には

優秀な形成外科が開設され，広汎摘出後の再建を存分に行うことが出来るようにもなり

ました。時には夜明けの明星を眺めつつ帰宅することもありましたが，むしろ至福の時
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でした。

　しかし今「耳鼻咽喉科は外科です。君，メスを捨てるな」といい続けてくださった久

保教授の時代から，精密，精巧となった内視鏡やダヴィンチ手術の時代へと，移ってき

ました。早期がん発見技術の進化と相俟って，これからのがん治療は急激に変化するで

しょう。もちろん山下教授の音声・構音機能，嚥下機能の保持，再建等の優れた手術は，

これこそ私達が待ち望んでいた大きな福音です。

　ところで前出しの突発性難聴は私の学位テーマとして与えられていました。症例報告

だけでは「何を書いてもいい」とは言われましたが，どうにもならず，本当に蝸牛の中

を覗けない悔しさを味わいました。しかも私は例のシンポジウムの 1 年後には 3 人の子

持ちになっていました。当直不可能な時期には，お正月休暇すべての日直，普通の休日

も日直に入るなどで凌ぎましたが，県立宮崎，県立鹿屋，県立大島病院への赴任や短期

出張のローテーションに加わることはできず，責任を果たせず，やはり居心地も少し悪

くなっていました。本当に申し訳ないことでしたが，退局を決意した上で，手術室も整

備された鹿児島鉄道病院に就職しました。

　一方，大学ではなおも外来の難聴・メマイ診療と学生実習，講義も担当し，「手術室

では私の手術につきなさい。大学を離れるな，大学の難聴・めまい患者は君が診なさ

い」と退局時の指示に従いました。それから間もなく夫のミシガン大学留学が決まり，

急遽ともに渡米することとなりました。ECFMG に合格していた夫は高血圧セクション

での研究・臨床に関わっておりましたが，主任教授が私にも声をかけてくださって，耳

鼻咽喉科・ワーク教授とミシガン大学クレスギー聴覚研究所のローレンス教授をご紹介

くださいました。ワーク先生は主として耳硬化症の手術でしたが，スウェーデン，ノル

ウェーからの患者さんも多いところでした。しかし土曜日の午前 7 時からの総合回診で

は，有茎皮弁術後の患者さんなど，多くの見事な術後の方々を拝見しました。ある時，

私共家族でご自宅をお訪ねした高血圧セクションの助教授，ジュリアス先生にその話を

申し上げたところ，男のお子さんを膝に抱きなら，「土曜日の回診なんて，君は耳鼻科

医にはならないように」とおっしゃって，みんな笑ってしまいました。でも私にとって

土曜日は夫が家にいるので，ベビーシッターをお願いしなくていいのでありがたい面も

ありました。

　クレスギー研究所のローレンス教授には，もともと多くの「突発性難聴」の基礎的論

文があり，私も拝見していました。ご挨拶に伺った時にも，最新の別冊を戴きました。

研究室には突難既往歴のある蝸牛管の顕微鏡切片や電子顕微鏡標本がありました。しか

し何故そのような「人間の蝸牛管」が入手できるのか不思議でお聞きしましたところ，

USA では，患者さんの病歴情報はどこにでも細かについていくため，各大学病院など

に依頼しておけば，ご遺体の病理解剖の際に摘出してもらえるからだと説明してくださ
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いました。材料は豊富でした。

　帰国後，久保教授に経験したことの報告を致しましたが，何しろ日本では無理な話で

したし，モルモットの突難モデル作成なども考えられませんでした。

　帰国を待っていてくださった鉄道病院にまたしばらく勤務して後，国立鹿児島病院か

ら「耳鼻咽喉科なしでは総合病院の資格を失う」ということで再三の要請があり，また

鉄道病院には迷惑をかけつつ，国立病院へ移りました。時代は国鉄が JR に変容してい

くまさに大嵐の前であったと思いますが，本当に好意に溢れた素晴らしい病院であった

ことを私は忘れません。

　間もなく久保教授退官で，新進気鋭の大山勝教授が赴任されました。結局，私の内耳

を観察したいという願望は，大山教授により，叶えていただけることになりました。本

当に心から感謝申し上げております。突難モデルは無理でしたが，モルモットを用いた

騒音暴露実験を行うことになりました。すばらしい臨床工学研究者の溝井一敏先生のご

指導をいただきました。先生のご指示通りの騒音負荷ボックスを作成しなくてはなりま

せんでしたが，なんと国立病院の木工室で見事に出来上がりました。その昔，地域の国

立病院は結核病棟が大部分であり，主として亡くなられた方の棺桶造りの技手の職員が

いらしたそうです。当時はもう棺桶製作はないにしても，国家公務員である職員の方た

ちは，他業務職員として勤務しておられました。

　騒音負荷は音の質・量・時間を変えて，恒久的障害や，回復する一過性の障害の状況

を分析して，その蝸牛病態を電顕的に観察していくことになるのですが，それこそ実験

に犬とモルモットの差はありましたが，また 5－ FU 実験と同じように時間を追っかけ

ていました。

　電子顕微鏡はまだ鹿大医学部には存在せず，大山教授の盟友広島大学・原田康夫教授

にお世話になることとなり，条件の異なる騒音負荷後のモルモット数匹と一緒にでかけ

ました。

　標本作成では広大のみなさまにお世話になりました。電顕の映像は周囲の研究室の電

気消費量の落ちる夜間にようやく鮮明となりました。古葉広島カープ全盛時代でした。

　内耳は有毛細胞障害のみならず，支持細胞の変化なども興味深く，もっと続けていた

いと思いましたが，長い間非常勤講師としてもつながってきた大学の生活はここで終わ

りました。しかし実験ボックスは生き延びて，その後は大山教授の「騒音難聴等へのビ

タミン B12の効果の検討実験」にも使用していただきました。モルモットの聴力測定に

使ったＡＢＲ検査はその後ずつと新生児難聴と関わることになった私の生涯の友となり

ました。実験補手浜田（旧姓嘉野）好美氏に心から感謝致します。

　そういえば，大学移転・新病院の図面作成段階で，教授は九大の聴力検査室を視察な

さいましたが，そこで，突発性難聴を発症されました。第 1 回目の星状神経節ブロック
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は九大で，あとは松村助教授と交代で施行致しました。治療の指示は「患者さま」ご本

人が出されました。回復後しばらくは何度か「突発性難聴の自験例」と題して，講演を

なさいました。

　書いてしまえば，臨床に徹した一女性医師のドタバタ劇ですが，若い医局員の方々は

もっとスマートに，有意義な医局生活をおくっていただきたいと願っています。

　何はともあれ，まだしばらくはボケない限り，山下勝教授の応援団の一人であり続け

たいと思っています。お元気で，大いなるご発展を祈ります。
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Ⅱ．同門会会員追悼

会長追悼挨拶
森山　一郎

　この 1 年間に 4 人の会員が鬼籍に入られました。此処に，上村達郎先生，橋本眞実先

生，島哲也先生，大堀八洲一先生を偲んで，各々の追悼文を奉ります。

＜上村達郎先生＞肺炎のため，2020年7月23日死亡・89歳

　入局 2 年目で市比野温泉病院に勤務していたとき，川内市で開業

されていた上村達郎先生とはじめて個人的なお話をしました。新人

で未熟な小生でしたが，達筆で丁寧な紹介状を認め患者を紹介して

くださったり，会合の席ではお声がけしてくださったりと，随分と

かわいがられました。確か初めてすっぽんの生き血を飲んだのも，

上村先生との川内市での会食の席だったように記憶しています。残

念ながら臨床の場での直接のご指導は賜りませんでしたが，市比野温泉勤務後も何かに

つけ川内市の耳鼻科開業医の事情などをお話しくださって，親しいお付き合いは続いて

いました。小生が開業してからは年賀状の行き来だけのお付き合いとなりましたが，今

更ながら暖かいお人柄が偲ばれてなりません。

＜橋本眞実先生＞2021年1月14日死亡・70歳

　入局したての頃はいつも叱られてばかりいました。左手でも間接

喉頭鏡を持てるように，メスの持ち方がよくない，採血に時間をか

けるな，述べれば枚挙にいとまがありませんが，橋本先生は決して

怒っているのではなく，丁寧に実に丁寧に指導しているつもりなの

が，こちらが勝手に叱られていると受けとめることが多かったよう

です。いつものように怒られて，こちらが少し理不尽で不満げな顔

をしたときなど，さっきは少し言い過ぎてごめんね，と必ず後で声をかけて下さってい

ました。とても人間味溢れ，根は優しい先生なのです。今頃は，泉下から「森山君，ま

た変なことを書きやがって」と優しくがって
4 4 4

（叱って）いることでしょう。安らかにお

眠りください。



－14－

＜島哲也先生＞大腸癌のため，2021年3月6日死亡・63歳

　煙草を吸って，なくなればすぐにまた新たな煙草に火をつけて，

紫煙をくゆらせる独特なポーズで思案に暮れる科学者然とした姿

は，惚れ惚れするほどでした。きっと頭の中はアラキドン酸カス

ケードでいっぱいで，その滝のしぶきがあちこちに飛び散り思索を

巡らせていたのでしょう。そんなヘビースモーカーがあだとなった

のか，数年前に腎癌闘病中だと聞かされたときは，ショックでした。

計画的に診療を休み定期的な抗がん剤の投与を受けていた時は，すっかり緩解期に入っ

たものと思い込んでいただけに，訃報を知った時は非常に残念でした。

＜大堀八洲一先生＞心不全のため，2021年4月11日死亡・80歳

　大堀八洲一先生とは，医学的な話をした記憶はほとんどなく，医

者になる前の名古屋での経歴や社会情勢か囲碁の話ばかりでした。

とても多趣味で，いつも楽しく聴いていました。また，すでに鬼籍

に入られていますが当時の助教授の勝田兼司先生と同年齢とはい

え，怖かった勝田先生と仲良く対等に話されているのを見るにつけ

感心していました。小生はへぼ碁で，囲碁の対局のときは 5 子置か

せていただいていましたが，負けてばかりいました。囲碁には19×19の391のマス目が

あり，真ん中の星の目は天元といって，残りの360目を地上にたとえ，戦をするゲーム

です。故大堀先生は，その天元から見る大局観が素晴らしく，まるで自分の人生を達観

しているようで，ある種の諦観に至ったことと思います。きっと今頃は雲の上でこれま

での碁聖たちと碁を打ちながら，天元から俗世間を見守っていることでしょう

追悼文
うえの耳鼻咽喉科クリニック　上野　員義

　立て続けに，尊敬する優しい先輩先生方を亡くしました。悲しい訃報の連続に，私が

院生として耳鼻科医局に入局した 4 年間が走馬灯のように蘇ってきました。40年前，耳

鼻科入局を決意したのは，ポリクリ時に感じた医局の明るく和やかな雰囲気でした。そ

の和やかな雰囲気を醸し出す写真が我々学年の卒業アルバム（Vorgeschichte）に掲載

され， 3 人の先生方が同時に写られていることを思い出しました。1982（昭和57）年夏

ごろの医局でのスナップです。早くに他界された前山先生も写っておられます。

　当時，外来医長か医局長をされていたであろう橋本先生，豊富な人生経験をされてき
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た医員の大堀先生，入局 1 年目のフレッシュな島先生。 3 名の先生方には，直属の先輩

として多くのことを指導していただきました。厳格ななかにも優しさがにじみでる橋本

先生，博学とともに飄々としながらも，どこか達観したような大堀先生，物理学者タイ

プの繊細な島先生。個性的な先生方に囲まれ，忙しい中でも幸せな時代でした。

追悼
せんだい耳鼻咽喉科　内薗　明裕

　2020年初頭に始まった COVID19のパンデミックは，死亡率こそ欧米諸国に比較して

低いものの，むしろそのために，施策は後手後手に回り，国民に自粛を強いるだけの愚

策を繰り返しながら，とうとう2021年春になっても何も解決していないという状況で

す。

　感染防止措置の中，COVID19とは無関係に，大切な方々が逝去されました。

　心から哀悼の気持ちを捧げたいと思います。

上村　達郎　先生

　先生に初めてお会いしたのは，医局時代のおそらく入局翌年の春（S59年 3 月）だっ

たかと思います。

　当時「耳の日」健診という企画があって，当時の川内市（現在の薩摩川内市）で行わ

みみ、はな、のどを大切に
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れた際に，先生がわざわざ健診会場へお越しになり，なんと終了後に先生のおごりで，

当時結構有名だったイタリアンレストランにご招待いただき食事をごちそうになりまし

た。大人数で出かけて行っておりましたから，驚きの歓待でした。

　そのとき食べたパテの味が忘れられません。

　奇しくも1994年（平成 6 年）12月に，私は川内市で開業することになり，開業前のご

挨拶に伺ったときにも，大変優しく迎えていただき，「早く学校検診の分担をお願いし

ますよ」と励ましていただきました。

　川内市の幼稚園保育園，小中学校の学校健診では，感染防止の目的で，確か2000年か

らいち早くディスポーザブルの器材を使って行うようにしましたが，その際の検討会

で，早速，その機材のメーカーとの交渉を含めて，器材の紹介をしていただいたのも達

郎先生でした。

　人当たりが優しく，いつも丁寧にお話しして下さった印象が心に刻まれております。

本当にお世話になりました。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

橋本　真実　先生

　橋本先生には良く怒られました。入局当時，一番怖かった先生です。最初に怒られた

のは，お名前を読み違えたときだったと記憶しています。「まこと」とお読みするとは

つゆ知らず，「まみ」さんである訳ないし，男性だから「まさざね」先生とお呼びして，

こっぴどく怒られました。その横で，山本まこと（誠）先生が，笑って見ていらっしゃ

いました。

　その後は，厳しいながらも小さな事まで，丁寧に教えていただきました。奥様も含め

まして，家内共々とてもかわいがっていただきました。開業してからも何かと気にかけ

て下さり，私が道を踏み外さないように，お声かけしていただきました。

　COVID19のせいで，直接お悔やみにも出向くことができずに，本当に心残りでした。

どうぞ向こうからも厳しくお見守り下さいませ。

　合掌

島　哲也　先生

　先生は，一級先輩です。一つ上の学年は，島先生と花田先生のおふたりでした。です

から，わからないことなど良くお尋ねしていました。しかしながら，どちらかと言えば，

診療に関することより，メカニックとか車の話をされるときの先生のいきいきしたお姿

が忘れられません。

　当時，乗っていらした車がホンダシビックで，いわゆる CVCC エンジンの最初のモ

デルで，そのメカニズムや燃費がああだこうだと解説して下さいました。「サスペンショ
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ンがいまいちで，長時間のドライブだと首が痛くなるんだよねえ。」と話しておられた

のを思い出します。

　私は，開業の年に 1 月から10月まで星塚敬愛園の勤務になりました。私の前任者が先

生でした。ハンセン病の患者さんでは，耳管通気を希望される方が多く，中でも鼻咽腔

の炎症の程度によって通気管をどこに挿入すれば良いのか全くわからない方が数名おら

れ，毎回途方にくれていましたので，帰ってから先生にどうしたら良いのですかとお尋

ねしたところ，理詰めの先生にしては意外にも「気合い一発ですよ」とのお答え。その

一言でなんだか気が楽になり，その次からは，何とか慣れていったものです。

　最後の最後まで，積極的治療を希望され，賢明に闘っておられたと伺いました。

　残されるご家族を深く思うお気持ちからだったのだろうなあと

　先生のお人柄を偲びつつそう感じました。

　心より深くご冥福をお祈りいたします。

大堀　八洲一　先生

　お三方の追悼文を送信した翌々日に，ＦＡＸが飛び込んできました。

　胸がつぶれる思いでした。

　大堀先生は，医局では，二級先輩でしたが，お年は，当時の故　勝田兼司助教授と同

い年だと言うことでした。先生が，酔うとよくおはなしされていたのが，名古屋大学の

工学部かを卒業されて，理工系の会社に技術者として入社され，数年勤務されているう

ちに，ある日のこと，会社に出勤してみたら，なんと会社が倒産していたとのこと。

　そこから一念発起で，鹿児島大学の医学部に入り直され医師になられたというとんで

もない経歴をお持ちでした。

　とても優しくてウイットに富んでおられ，完璧な理数系で，頭脳明晰，囲碁の達人で

もいらっしゃいました。お酒も大好きで，そしてとても愉快なお酒でした。南九州中央

病院の勝田先生の所に時々，ふらっとこられて，外来の隅で，囲碁を指しておられたの

が思い出されます。

　数えの81才（やそいち）で亡くなるなんて，やはり最後までウイットに富んでいて，

先生らしいなあと。

　向こうで，またお二人で，盤を挟んで丁々発止されていることでしょう。

　心からご冥福をお祈り申し上げます。

　私事ですが，2021年 1 月末に父がみまかりました。95才でした。

　心の支えを失ったときには，目に見えない，なんと言い様もない気持ちが心の奥に沸

いてくるものですね。
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　どうぞ，ご遺族のお心が一日も早く癒やされますように，心から哀悼の気持ちを捧げ

たいと思います。

橋本眞実先生を偲んで
原口耳鼻咽喉科　原口　兼明

　先生との出会いは，耳鼻科に入局した昭和59年でした。私の亡き兄（耳鼻科在局昭和

53年 1 月－11月在局中事故死）と懇意にして頂いていたとのことで，その弟である私に

対して多少なりの心配りして下さっていたことに対して非常に感謝しています。耳鼻科

医としてスタートしたばかりの頃で，医学的なことばかりでなく生きていく上での気構

えのようなものも教えて頂きました。昭和61年 4 月から県立北薩病院が二人体制になる

とのことで，先生とともに，入局 2 年目にして大口に赴任することになりました。一年

間ではありましたが，貴重な時間であったと思います。昼間は，診療で色々教えを請う

て診療技術も高められましたし，夜は夜で，先生が単身赴任であったのも一因ですが，

当時脳外科と耳鼻科の急患が多かったため，病院での当直を兼ねて部長二人とその下二

人の四人で雀卓を囲んだりして，一緒に過ごす時間もかなりあり，会話の中で色んなこ

とを勉強させて頂きました。社会情勢についても先生の名前にあるように何が「真実」

かを見極めることがいかに大切であるかなども教えられた記憶があります。私がイデオ

ロギー的なことで，生意気な議論を投げかけると違う捉え方で優しく諭された場面も

あった記憶があります。開業時は，開業医としての心構えや，院内設計に当たりレイア

ウトの重要性なども教えて頂き，それを実行して診療しやすい環境での仕事が今できて

いる事には，非常に感謝しています。また，鹿児島県保険医協会の存在も教えて頂き，

入会の際には，その共済制度の素晴らしさも教えて頂きました。今では，協会の役員ま

でやっている自分がいます。まだまだ，書ききれませんが，字数の制限もあり，ご冥福

を祈って，これで筆を置きます。

　橋本先生！本当に有難うございました。安らかにお眠りください。
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橋本先生を偲んで
山本耳鼻咽喉科　山本　誠

　鹿大耳鼻咽喉科教室で研鑽を積み，耳鼻咽喉科医会を伴に担ってきた橋本先生，島先

生，大堀先生を相次いで失った事は鹿児島の耳鼻咽喉科にとって大きな損失であり，痛

恨の極みです。御遺族の方々に哀悼の意を表します。

　橋本先生とは昭和51年度の同時入局で，高校の先輩，後輩でした。厳格で几帳面な性

格は私とは真逆でしたが，不思議と馬が合いました。当時の医局は医局員が少なく，外

来，病棟，手術，当直を全員でこなし，夕方は医局で急患待機をしながら，ビール片手

に先輩の苦労話や失敗談を聞かされ， 9 時を過ぎると皆で天文館に繰り出していまし

た。こういう状況下で全ての雑用は新入医局員の役目でお互いに協力せざるを得ずにお

のずから一心同体になっていきました。

　国立都城病院，県立宮崎病院，県立大島病院と前後に出向して一緒に仕事する期間は

少なかったが，機会をとらえては情報交換し，切磋琢磨しました。大学では外来医長，

病棟医長，医局長を交互に努めて，新しい医局作りについて議論したのが懐かしく思い

出されます。

　開業後も色々な面で陰日向に支えてもらい，貴重な助言もいただきました。よく勝田

先生を囲んで飲食を伴にし，最後は 2 人だけで人生論を語り合い，いつとはなしにお互

いの別れの詞は残った者が述べる事になっていました。

　橋本先生は数年来糖尿病と緑内障に悩まされ，次第に視力が低下して外出もままなら

ない状態となり，医院は松山先生に引き継いでもらっており，一昨年 8 月に橋本先生夫

妻と原口先生との 4 人で会食したのが最後でした。あの時の笑顔が今でも脳裏に浮かび

ます。今年の1 月15日の午後 3 時「橋本先生の奥様から電話です」との声に何か胸騒ぎ

がし，「昨日主人が亡くなりました」との知らせに絶句しました。コロナ渦なので家族

葬にしますとの事で参列もかなわずに送る詞も述べられなかったのは残念でしたが，後

日遅かれ早かれ，いずれはそちらに逝くからその時は大いに歓談し痛飲しましょうと遺

影の前で合掌しました。

　良き友でライバルであり，飲み友で良き相談相手であった君に会えた事に感謝しま

す。安らかにお眠り下さい。
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ご指導いただいた諸先輩方を偲んで
日本医科大学医学部　耳鼻咽喉科学　松根　彰志

　鹿児島大学の耳鼻咽喉科の医局から，大変お世話になりました諸先輩方の訃報が届き

ました。昨年度には，上村達郎先生，橋本眞実先生，島　哲也先生が，そして今年度に

入ってからは大堀八洲一先生がご逝去されたとのこと，心よりご冥福をお祈り申し上げ

ます。

　私もそして先生方もまだ若かった頃のお顔を思い出し，心からの惜別の念をもって思

い返しているところです。上村先生には，私の医局長，助教授時代，地方部会の行事な

どで，親しくお声をかけていただき多々お気遣い溢れたご指導をいただきました。ユー

モアのある飄々とした感じであられ，ちょっと真似できません。橋本先生は私の入局時

の外来医長で，恐ろしくも丁寧にご指導をいただきました。今でも，「松根く～ん，君

は何やってるの？」と言われながら，お顔が正面に迫ってくるあの迫力が忘れられませ

ん。その一方で，カラオケはとても美声であられました！今の時代，若い世代に対して

ああいうこってりとした指導がなかなかできません。島先生は，大学の 2 年先輩で，私

が所属していました準硬式野球部の先輩と親しくしておられたので学生時代からよく存

じ上げておりました。入局してから， 1 ～ 2 年先輩というのは何でも気安く質問できる

というのもあり，島先生にもよく面倒をみていただきました。特に忘れられないのは，

私がアメリカに留学するとき，どうしようか困っていた自家用車を「私が預かっておき

ましょう。」と物静かな感じでかつ快く引き受けていただいた事でした。あの時は本当

に助かりました！有り難うございました。大堀先生は，名古屋の電気・工学関係の大学

を卒業されてから医学部に入学されて医師になられました。入局時には，顔面神経や聴

覚領域などの電気生理学的検査の原理や実施法について丁寧にご指導いただきました。

また，クラシック音楽にご造詣が深かったと記憶しています。特にバッハでした。お

陰様で，パイプオルガン，「G 線上のアリア」「イタリア協奏曲」「トッカータとフーガ」

などといった，これまで縁がなかった種類の音楽をとても新鮮な気持ちで聴いたことを

記憶しています。

　大学の医局やその関連行事の場は，勉強の場であり職場でありそして生活の場でもあ

りました。時間も曜日も関係なく，何となく医局にいるといろいろな先輩からいろいろ

なことを教わりました。その 1 つ 1 つがその後の肥やしになったことは間違いありませ

ん。大学の医局に長時間張り付くことが，つらい「義務」であり，それから逃れること

が「権利」であるという考え方が流行りの時代となっています。そして，大学病院での

卒後研修システムは安易な医局批判の材料にもなりました。そういった批判は，少なく
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ともこの度ご逝去された先輩方に続いてあるいは共に歩んだ私たちの熱い日々とは無縁

のものであると思っています。上村先生，橋本先生，島先生そして大堀先生は，私にと

りまして忘れ得ぬシーンに不可欠の存在でとても個性的で存在感ある先輩方でありまし

た。そして，思い出すお顔はすべて笑顔であります。先輩方本当に有り難うございまし

た。とてもお名残り惜しいですが，ご冥福を心よりお祈り申し上げます。合掌。

追悼文
耳鼻咽喉科おおのクリニック　大野　文夫

　私が医局から出向を命ぜられたのは国分中央病院でした。昭和62年鹿大耳鼻科に入局

させてもらって間もない時期で，不安だらけの私に「何とかなりますよ」と飄々と引き

継ぎをしてくれたのが前任者の大堀八洲一先生でした。藤崎院長主催の大堀先生の送別

会では主賓自ら楽しそうに歌い踊って場を盛り上げる姿に驚愕し，社交性に乏しい私は

羨望の目で見ていました。

　その後先生は退局開業されたのですが，一年後私が移動した南中に大堀先生は自分の

休診日を利用して毎週姿を見せていました。大堀先生は私と同時期の医学部卒ですが，

実年齢は勝田先生に近いということもあってか，私にとっては恐ろしいばかりの勝田先

生でも一目置く存在でした。その頃名物だった勝田先生の下での南中研修（勝田道場）

では「朝から晩まで馬車馬のごとく働け」がスローガンだったと記憶しています。そん

な中でも欠かさないのが反省会と称する飲み会で，そこでは時に勝田先生から長い説教

も頂きます。そんな時大堀先生が間に入ってくれ絶妙な緩衝役を担ってくれたもので

す。その場を柔らかくするような人柄は，私にとって何よりの助け舟であり憧れでもあ

りました。本当にありがとうございました。

　大堀先生が亡くなりとても残念ですが，あの世で勝田先生と一緒に好きなゴルフを

やったり飲み会を楽しんでいる先生のお姿が頭の中をよぎります。

　心からご冥福をお祈りいたします。
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Ⅲ．同門会員業績・学会発表

鹿児島大学名誉教授　黒　野　祐　一

＜総説＞

アレルギー性鼻炎の治療における抗ヒスタミン薬の位置づけ

都耳鼻会報 161: 25-28. 2020

耳鼻咽喉科医が知っておくべきワクチン医療－ワクチンによる免疫誘導のメカニズム－

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 92（4）: 306-308. 2020

上気道感染症と粘膜免疫

日本耳鼻咽喉科学会会報 23: 1247-1252. 2020

アレルギー疾患に対するワクチン

診断と治療 209（2）: 225-229. 2021

＜学会＞

第121回日本耳鼻咽喉科学会学術講演会　教育セミナー

「上気道感染症の抗菌薬治療に役立つ基礎知識」

 令和 2 年10月 7 日　岡山国際交流センター（岡山市）

令和 3 年同門会・地方部会合同学術講演会

「新規含嗽薬の開発に関する研究」

黒野祐一，井内寛之，片平聖子 令和 3 年 1 月16日　Zoom 講演会

＜講演＞

ジェニナック WEB シンポジウム

「上気道感染症治療におけるキノロン系抗菌薬の位置付け」

 令和 2 年11月13日　かごしま空港ホテル（霧島市）

アレルギー Web セミナー in 九州「アレルギー性疾患治療の最前線」

「日常診療に役立つ鼻の知識と抗ヒスタミン薬の使い方」

 令和 2 年12月 5 日　田辺三菱製薬鹿児島営業所（鹿児島市）
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花粉症 WEB セミナー

「アレルギー性鼻炎の治療における抗ヒスタミン薬の位置づけ」

 令和 3 年 2 月24日　鹿児島サンロイヤルホテルより WEB 配信

愛知アレルギー WEB セミナー

「アレルギー性鼻炎の治療における抗ヒスタミン薬の位置づけ」

 令和 3 年 2 月27日　田辺三菱製薬鹿児島営業所より WEB 配信

せんだい耳鼻咽喉科　内　薗　明　裕

〈学会〉

第 8 回　日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会　　令和 2 年 9 月25日　（東京）

2Web 開催　令和 2 年10月 3 日－ 9 日

「当院で検出されたインフルエンザ菌の薬剤感受性の変遷」

〈講演〉

ラジオ Nikkei　「漢方トゥデイ」

印象に残る症例シリーズ

第 1 回　「漢方を使うようになったきっかけの症例」　令和 2 年 4 月 8 日　放送

第 2 回　「不定愁訴に対する戦略　　　　　　　　　 令和 2 年 5 月 7 日　放送

ふくいわ耳鼻咽喉科クリニック　福　岩　達　哉

〈総説〉

福岩達哉：LEAP 診察室 vol. 159「運動不足とめまいについて」

情報紙 LEAP　令和 2 年 9 ・10月号（令和 2 年 8 月20日発行，南日本出版）

福岩達哉：「耳鼻咽喉科領域におけるアロマセラピー」（序文）

日本アロマセラピー学会会誌 vol.19 （1）， 2020.

Ⅲ．同門会員業績・学会発表
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Ⅳ．教室行事

1 ．共催の講演会

第119回鹿児島県耳鼻咽喉科学術集会　　　 令和 2 年11月19日（Web 配信）

特別公演：「アレルギー性鼻炎・慢性副鼻腔炎における type2炎症の関わり」

関西医科大学総合医療センター　耳鼻咽喉科・頭頸部外科

病院教授　朝子　幹也　先生

第120回鹿児島県耳鼻咽喉科学術集会　　　 令和 3 年 2 月 4 日（Web 会議）

特別公演：「鼻アレルギー診療ガイドラインと難治性副鼻腔炎」

秋田大学大学院 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学

教授　山田　武千代　先生
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　令和 3 年の同門会は， 1 月16日に Web 開催された。コロナ禍であったが，当初は例

年どおり城山ホテル鹿児島で十分な感染対策をとって行う予定であった。しかし，年明

けすぐに宮崎でも新型コロナウイルス感染症のクラスターが発生し，宮崎県が不要不急

の県外移動自粛を要請し，鹿児島大学としても職員の集会自粛要請がだされた。特別講

演の演者としてお呼びしていた宮崎大学の東野哲也先生の県外移動が困難であり，同

門会としても鹿児島県の耳鼻咽喉科医が多数集まるのは好ましくないことから，急遽

Web 開催とした。本年は，同門会長として森山一郎先生が就任し，当教室の教授とし

て山下勝先生が就任された後のはじめての同門会であった。新入会員として，教授の山

下勝先生，後期研修医として安藤由美先生，徳重豪士先生，原口めぐみ先生の合計 4 名

を迎え入れることができた。教室が新体制になり，医局員も増加してきており，今後の

鹿児島県の耳鼻咽喉科医療がますます活発化することが期待される。

　学術講演会も，座長の先生，発表者ともに Zoom を用いたリモートで行い，鹿児島大

学からは，原口めぐみ先生，宮本佑美先生，黒野祐一先生が，いまきいれ総合病院　頭

頸部・耳鼻咽喉科から積山幸祐先生が，鹿児島医療センターから喜山敏先生がそれぞれ

一般演題を発表された。特別講演では，宮崎大学　耳鼻咽喉・頭頸部外科の東野哲也先

生が，「聴力改善手術と聴覚管理の融合」という演題で発表された。宮崎大学の耳科手

術と，人工聴覚器の進歩の融合をお話しされ，人工聴覚器が世に出回ってきた当初は聴

力改善手術と人工聴覚器は敵対するものと考えていたが，いまでは融合するものと考え

が変わってきたとの言葉が非常に心に残った。技術革新による新たなデバイスにより医

療はより進歩する。医師も常にアップデートを心掛けないと時代に取り残されることに

なると考えさせられた。

　役員会，総会，学術講演会と 3 つの会を Web で行うための準備をほぼ 1 週間で仕上

げたため，一通りの流れは終了できたが，多方面にご迷惑をおかけした。この場をお借

りしてお詫び申し上げるとともに，ご協力いただいた会員各位には感謝申し上げる。

　例年同門会報告では，新年の同門会員の集合写真を掲載していたが，Web 開催のた

め今回は集合写真がない。はやくコロナが収束し以前のように皆で立食会食をしたり，

集合写真を撮ったりすることができるようになることを祈念する。

（文責：大堀純一郎）

Ⅴ．同門会報告
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【対象地域】

　阿久根市，志布志市，大崎町，西之表市，輝北地区，屋久島町

【受診者数】

　小学生　3,221人，　中学生　1,578人

【対象疾患】

耳垢栓塞，滲出性中耳炎，慢性中耳炎，鼻中隔彎曲症，アレルギー性鼻炎，慢性鼻炎，

慢性副鼻腔炎，慢性扁桃炎，扁桃肥大の 9 疾患

【結果】

　疾患別の有病率はアレルギー性鼻炎と耳垢栓塞が圧倒的に多い結果となった。（図 1 ）

　学年別耳疾患有病率は耳垢栓塞が小学 1 年生に特に多くそれ以外の学年は大きな差は

なかった。（図 2 ）

　学年別鼻疾患有病率はアレルギー性鼻炎は全学年で多く，小学高学年～中学生に鼻中

隔湾曲症を認めた（図 3 ）

　学年別扁桃疾患有病率は小学校・中学校ともに低学年を中心に扁桃肥大が多く，小学

校高学年を中心に慢性扁桃炎が多い結果となった。（図 4 ）

Ⅵ．地域医療報告

図 1．疾患別の有病率
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Ⅵ．地域医療報告

図 2．学年別耳疾患有病率
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図 3．学年別鼻疾患有病率
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図 4．学年別扁桃疾患有病率
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難聴・耳鳴り・補聴器外来

宮之原　郁　代

　例年に引き続き，小児・成人難聴の精査，難聴の遺伝子診断，人工内耳候補者選定，

術後の（リ）ハビリテーション，補聴器フィッティング，TRT 療法，めまいの精査・

リハビリ等をおこなっています。過去 5 年間の各種検査数について表 1 に示しました。

　本年の傾向としては，前庭機能検査の件数はやや減少，補聴器，耳鳴外来，難聴の遺

伝学的検査については大きな変化なく，COR はやや増加でした。新型コロナウイルス

感染症の影響は，大きくは見られなかったと言えそうです。今後も，これまでの体制を

維持しながら，幅広い年齢層の聴覚障害，平衡障害に対応していけるよう研鑽していき

たいと思います。

表1

ABR 補聴器外来 耳鳴外来
（TRT療法）

難聴の
遺伝学的検査
（家系数）

難聴の
遺伝学的検査

（人）

前庭機能
検査 COR

2016年 78 17 13 12 31 92 25

2017年 73 29 13 5 11 42 17

2018年 77 36 6 8 22 67 27

2019年 92 31 5 6 11 60 26

2020年 91 27 5 12 19 39 37

＊　前庭機能検査は件数，他は新患数

Ⅶ．特殊外来通信
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Ⅷ．病理集計

病理集計 件数
外来 532
入院 （迅速含む） 458
総施行件数 990 2020年1-12月

部位 悪性 件 良性 件
外耳・中耳 SCC 4 cholesteatoma 10

osteoma 3
schwannoma 1
periauricular fistula 5

鼻腔 SCC 4 inverted papilloma 6
sinonasal undifferentiated carcinoma 2 squamous papilloma 3
paraganglioma 2 hemangioma 3
DLBCL 2 osteoma 1
malignant melanoma 1 nasopalatine duct cyst 1
adenocarcinoma 1
myeloma 1

副鼻腔 SCC 10 inverted papilloma 1
DLBCL 2
ALCL 1

口腔・舌 SCC 17
DLBCL 1
epithelial-myoepithelial carcinoma 1

上咽頭 SCC 5
中咽頭 SCC   total 34 squamous papilloma 11

        HPV-positive 12
        HPV-negative 18
        HPV-unclear 4
DLBCL 7
mantle cell lymphoma 1
mucoepidermoid carcinoma（low-grade） 1
ATL 1

下咽頭 SCC 55 squamous papilloma 1
pyriform fossa fistula 1

喉頭 SCC 35 laryngeal nodule 4
small cell carcinoma 1 laryngeal cyst 4

vocal cord polyp 3
epiglottitis cyst 3
squamous papilloma 2
laryngeal amyliodosis 1

耳下腺 adenoid cystic carcinoma 2 pleomorphic adenoma 22
mucoepidermoid carcinoma（high-grade） 1 warthin tumor 13
carcinoma ex pleomorphic adenoma 1 lymphepithelial cyst 2
salivary duct carcinoma 1 basal cell adenoma 1
metastasis of SCC 1 spindle cell myoepithelioma 1

顎下腺 pleomorphic adenoma 1
小唾液腺 chronic sialadenitis with SS 4
甲状腺 papillary carcinoma 16 adenomatous goiter 4

follicular carcinoma 1
metastasis of SCC 3

頸部 metastasis of SCC 30 lipoma 3
metastasis of papillary carcinoma 6 thyroglossal duct cyst 3
metastasis of carcinoma 5 schwannoma 2
metastasis of ACC 1 extra-abdominal fibromatosis 1
metastasis of urothelial carcinoma 1
multiple myeloma 1
DLBCL 1
follicular lymphoma 1
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Ⅸ．手術実績

　   
耳 
 鼓膜形成術  4
 鼓室形成術  15
 乳突削開術  1
 顔面神経減荷術  3
 耳瘻管摘出術  5
 鼓膜チューブ留置術  6
 外耳道腫瘍摘出術  3
 外耳道異物摘出術  1
 中耳異物摘出術  1
 外耳道形成術  2
　   　
鼻 
 鼻内視鏡下鼻副鼻腔手術  111
 鼻中隔矯正術  62
 粘膜下下鼻甲介骨切除術  45
 後鼻神経切断術  20
 鼻出血止血術  6
 顔面骨骨折整復術  2
 眼窩底骨折整復術  2
 上顎全摘術  1
 上顎洞異物摘出術  1
　   　
口腔 
 舌良性腫瘍切除術  2
 舌悪性腫瘍切除術  5
 口腔底悪性腫瘍切除術  2
 唾石摘出術　　　　　　経口腔  2
　   　
咽頭 
 口蓋扁桃摘出術  78
 アデノイド切除術  16
 食道直達鏡検査  3
 下咽頭悪性腫瘍摘出術　経口腔  24
 下咽頭悪性腫瘍摘出術　咽喉食摘  10
 中咽頭腫瘍摘出術  4
 中咽頭悪性腫瘍摘出術  8
 咽頭外瘻閉鎖術  6
　   　

　   　
喉頭 
 喉頭微細手術  24
 喉頭悪性腫瘍摘出術　　　経口腔  7
 喉頭悪性腫瘍摘出術　　　喉摘  6
 喉頭直達鏡検査  2
 喉頭狭窄症手術  2
 ボイスプロテーゼ挿入術　provox  6
 甲状軟骨形成術  6
 喉頭異物除去術  4
　   　
甲状腺 
 甲状腺良性腫瘍切除術  6
 甲状腺悪性腫瘍切除術  10
　   　
唾液腺 
 耳下腺腫瘍摘出術  22
 顎下腺腫瘍摘出術  12
 舌下腺摘出術  2
　   　
頸部 
 上顎部分切除術  1
 下顎部分切除術  1
 頸部郭清術  47
 気管切開術  35
 リンパ節摘出術  9
 頸部腫瘍摘出術  16
 気管口狭窄開大術  2
 頸部膿瘍切開排膿術  5
　   　
再建   
 遊離空腸再建  14
 前腕皮弁再建  2
 大胸筋皮弁再建  4
 DP 皮弁再建  2
　   　

両側は１件としてカウント
同日複数術式のものを合計では 1 件としてカウント

令和 2年度　手術内訳と件数　（2020年4月～2021年3月）

全身麻酔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　455件

局所麻酔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 64件

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　519件
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< 文部科学省科学研究費 >

基盤研究 （C）

　喉頭気管粘膜障害からの修復促進機序の解明

　　　研究代表者　　山下　勝

若手研究

　細菌接着におけるホスホリルコリンの関与と新たな治療法の開発に関する研究

　　　研究代表者　　井内　寛之

若手研究

　高齢者の肺炎球菌感染予防のためのホスホリルコリン経鼻追加ワクチンの開発

　　　研究代表者　　宮本　佑美

基盤研究 （C）

 新規粘膜アジュバントを用いた広域スペクトラムワクチンの開発に関する研究

　　　研究代表者　　黒野　祐一

挑戦的研究 （萌芽）

　バイオ３D プリンターを用いた声帯組織の再生

　　　研究代表者　　大森　孝一　　　分担研究者　　山下　勝

< その他 >

GSK ジャパン研究助成

　宮下　圭一

ホスホリルコリン経鼻ワクチンによる新たなアレルギー疾患治療法の開発に関

する研究

Ⅹ．諸研究費
（令和3年3月現在）
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シオノギ製薬奨学寄附サポート

　宮本　佑美

Allergic rhinitis における Morning Attack の病態解明

大鵬薬品奨学寄附金

　川畠　雅樹

上気道感染とアレルギー性炎症の制御

田辺三菱製薬　医学・薬学研究への支援

　川畠　雅樹

上気道ウイルス感染により引き起こされる上気道細菌性感染症とアレルギー性

炎症増悪の病態解明

エーザイ医学・薬学に関する研究活動への奨学寄附金

　川畠　雅樹

上気道ウイルス感染により引き起こされる上気道細菌性感染症とアレルギー性

炎症増悪の病態解明

Ⅹ．諸研究費
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1 ．原　　著

（1） 松元隼人，永野広海，馬越瑞夫，川畠雅樹，黒野祐一

びまん性大細胞型 B 細胞リンパ腫を合併した耳下腺 Warthin 腫瘍の 1 例

日本口腔咽頭科学会　33（2）: 65-70, 2020

（2） 松崎尚寛，井内寛之，大堀純一郎，黒野祐一

先天性完全側頸瘻の 1 例

頭頸部外科　30（1）: 61-65, 2020

（3） 宮本佑美，永野広海，大堀純一郎，黒野祐一

顔面打撲による眼瞼腫脹が疑われた小児ランゲルハンス細胞組織球症の 1 例

耳鼻と臨床　66: 154-160, 2020.

（4） 大堀純一郎

Cold メスによる口蓋扁桃摘出術

頭頸部外科　30（2）: 183-185, 2020

（5） 大堀純一郎

扁桃周囲膿瘍の診断と治療

耳鼻臨床　113（11）: 756-757, 2020

（6） 有本一華，永野広海，谷本洋一郎，間世田佳子，松元隼人，宮本佑美，川畠雅樹，

大堀純一郎，宮之原郁代，黒野祐一，山下　勝

Grade 3, 4 突発性難聴における高気圧酸素療法の有用性の評価

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　93（1）: 67-73, 2021

（7） 宮本佑美，永野広海，大堀純一郎，黒野祐一

食道入口部狭窄の 1 例

日本気管食道科学会会報　72（3）: 145-152, 2021

Ⅺ．業　　績
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（8） 宮本佑美，黒野祐一

経口切除を施行した咽喉頭脱分化型脂肪肉腫例

耳鼻咽喉科臨床　113（5）, 315-321, 2020

（9） 伊東小都子，川畠雅樹，山下　勝

内視鏡下鼻腔手術で開窓した鼻口蓋管嚢胞の 1 例

日本鼻科学会会誌　59, suppl.S67, 2020

（10） 大堀純一郎

【耳鼻咽喉科診療 Q&A】鼻科領域　鼻出血で出血点不明の場合、薬を処方するメ

リットはありますか ?（Q&A/ 特集）

JOHNS  36（9）, 1206-1207, 2020

（11） 喜山敏志，大堀純一郎，黒野祐一

経口的咽喉頭部分切除術（TOVS）の問題点（会議録）

日本気管食道科学会会報　71（2）, s32, 2020

（12） 田淵みな子，原田みずえ，大堀純一郎，山下　勝

咽頭痛・発熱を主訴に来院した無顆粒球症の 1 例

日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会会誌　8（4）, 362-363, 2020

（13） 久徳貴之，井内寛之，川畠雅樹，山下　勝

Fusobacterium 属が検出された扁桃周囲膿瘍の臨床的特徴
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2 ．総　　説

（1） 山下　勝

各科スペシャリストが伝授　内科医が知っておくべき疾患　102

3.2 副鼻腔炎　 2020年 4 月30日発刊　p.60-61. 中山書店

（2） 大堀純一郎

特集　耳鼻咽喉科診療　Q&A

鼻出血で出欠点不明の場合，薬を処方するメリットはありますか？

JOHNS　36（9）: 1206-1207, 2020

（3） 大堀 純一郎

耳鼻咽喉科領域のワクチン研究最前線　肺炎球菌ワクチンの現状と今後の展望

日本耳鼻咽喉科学会会報　123: 217-222, 2020

（4） 永野広海

特集　今さら聞けない自己免疫疾患の基礎知識

再発性多発軟骨炎

耳鼻咽喉科・頭頸部外科　92（10）: 826-830, 2020

（5） 積山幸祐

鼻副鼻腔の希少疾患を究める

感染性疾患「鼻副鼻腔放線菌症」

JOHNS　37（2）: 158-160, 2021

3．国内学会発表

（1） 特別講演

第62回鹿児島県耳鼻咽喉科医会学術講演会　　令和 2 年10月 3 日（鹿児島市）
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「鼻科手術の進歩について」
山下　勝

第114回日耳鼻宮崎県地方部会イブニングセミナー　　令和 2 年12月19日（宮崎市）

「喉頭癌治療をはじめとした喉頭手術について」
山下　勝

鹿児島県内科医会学術講演会　　令和 3 年 1 月28日（Web 開催）

「耳鼻咽喉科の守備範囲－アレルギー性鼻炎から頭頸部癌まで－」
山下　勝

CRSwNP Expert Meeting in Kagoshima　　令和 3 年 2 月18日（鹿児島市）

「好酸球性副鼻腔炎に対する抗体治療薬（デュピルマブ）の使用経験」
宮下圭一

第10回武蔵小杉耳鼻咽喉科セミナー WEB 講演会　 令和 3 年 2 月20日（WEB 開催）

「喉頭疾患に対するアプローチ」
山下　勝

第181回御茶ノ水耳鼻咽喉・頭頸科治療研究会　　令和 3 年 2 月25日（WEB 開催）

「喉頭の手術について」
山下　勝

OASIS 2021

Okinawa Allergy Science Initiative Symposium　　令和 3 年 3 月27日（WEB 開催）

「コロナ禍のアレルギー性鼻炎薬物療法」
牧瀬高穂

（2） 教育講演

日本アレルギー学会

第 3 回九州・沖縄支部地方会　　令和 3 年 2 月20日　　佐賀市（WEB 開催）

「好酸球性副鼻腔炎の診断と治療」
川畠雅樹
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（3） 一般

第59回日本鼻科学会総会・学術講演会　　令和 2 年10月10日～11日　

東京都（WEB 開催）

「内視鏡下鼻腔手術で開窓した鼻口蓋管嚢胞の 1 例」
伊東小都子，川畠雅樹，山下　勝

第90回日本感染症学会西日本地方会学術集会

第63回日本感染症学会中日本地方会学術集会

第68回日本化学療法学会西日本支部総会　　令和 2 年11月 5 日～ 7 日　

福岡市（WEB 開催）

「成人の急性咽頭炎・扁桃炎の抗菌薬治療」
大堀純一郎

第 8 回日本耳鼻咽喉科感染症・エアロゾル学会総会・学術講演会　　東京都

令和 2 年 9 月25日～26日（現地開催）令和 2 年10月 3 日～16日（Web 開催）

「咽頭痛・発熱を主訴に来院した無顆粒球症の 1 例」
田渕みな子，原田 みずえ，大堀 純一郎，山下 勝

「Fusobacterium 属が検出された扁桃周囲膿瘍の臨床的特徴」
久徳貴之，井内寛之，川畠雅樹，山下　勝

第82回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会

令和 2 年12月24日～25日　　京都市（Web 開催）

「口腔底類表皮嚢胞の 2 例」
積山幸祐，花牟禮豊，昇　卓夫

「細胞内に侵入した細菌に対する抗菌薬の影響」
井内寛之，喜山敏志，黒野祐一，山下　勝

「副甲状腺癌の血管内転移症例」
松崎尚寛，西元謙吾，松崎　勉，久徳貴之，伊東小都子

「突発性難聴が疑われた多発性硬化症の一例」
喜山敏志，原田みずえ，永野広海，山下　勝

令和 3 年鹿児島大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室同門会

日耳鼻鹿児島県地方部会合同学術講演会　　

令和 3 年 1 月16日　　鹿児島市（Web 開催）
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「口腔底皮様嚢胞の 2 例」
積山幸祐，鎌田知子，花牟禮豊，福田勝則，昇　卓夫

「経鼻内視鏡下に摘出した前頭蓋底傍神経節腫の 1 例」
宮本佑美，大堀純一郎，原田みずえ，山下　勝

「耳下腺黄色肉芽腫に対する診断と治療」
喜山敏志，伊東小都子，西元謙吾，松崎　勉

「ゴアテックス® を使用した甲状軟骨形成術」
原口めぐみ，伊東小都子，宮本佑美，山下　勝

日本アレルギー学会

第 3 回九州・沖縄支部地方会　　令和 3 年 2 月20日　　佐賀市（WEB 開催）

「好酸球性副鼻腔炎の重症度分類と術前嗅覚障害の程度に関する検討」
松元隼人，大堀純一郎，川畠雅樹，山下　勝
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1．新入局員紹介

峠　早紀子

　この度，鹿児島大学耳鼻咽喉科・頭頸部外科に入局いたしました峠早紀子と申し

ます。

　入局から早 1 か月が経とうとしていますが，まだまだ不慣れなことが多く，上級

医の先生方にアドバイスを頂きながら日々の診療に取り組んでいる毎日です。

　今年は耳鼻科入局が自分ひとりで， 4 月を迎えるまで不安と寂しさでいっぱいで

したが，始まってみると，周りの先生方やスタッフのみなさんのおかげで当初感じ

ていたものが軽くなったように感じます。

　未熟ではありますが，これから精一杯頑張っていきたいと思います。今後ともご

指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

2 ．医局人事（令和 3年 6月現在）
教　　授　　山下　勝
准 教 授　　大堀純一郎
講　　師　　永野広海
助　　教　　宮下圭一，川畠雅樹，田淵みな子，井内寛之
医　　員　　宮本佑美，久徳貴之，松元隼人，松崎尚寛，原口めぐみ，峠 早紀子

医 局 長　　川畠雅樹
外来医長　　永野広海
病棟医長　　大堀純一郎

　　関連病院（令和 3年 6月現在）
鹿児島医療センター　　　　西元謙吾，伊東小都子，安藤由実
鹿児島市立病院　　　　　　高木　実，馬越瑞夫
今給黎総合病院　　　　　　積山幸祐，徳重豪士
国立療養所星塚敬愛園　　　宮之原郁代
あまたつクリニック　　　　喜山敏志
鹿児島厚生連病院　　　　　牧瀬高穂
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3 ．学会報告

第３回日本アレルギー学会九州・沖縄地方会
川　畠　雅　樹

　令和 3 年 2 月20日に第 3 回日本アレルギー学会九州・沖縄地方会が開催されました。

佐賀での開催予定でしたが，WEB 開催となりました。当教室からは松元先生と私の 2

人が参加しました。松元先生は「好酸球性副鼻腔炎の重症度分類と術前嗅覚障害の程度

に関する検討」という演題で発表しました。実臨床において好酸球性副鼻腔炎は増え続

けている印象があり，症例を積み重ねて新たな知見を今後も発表されると思います。

　私は「好酸球性副鼻腔炎の診断と治療」という演題で，教育講演の場を頂きました。

WEB 形式で教育講演を務めさせていただくことは初めての体験でした。参加されてい

る先生方の顔が見えない中での発表で，会場での発表とはまた異なる緊張感がありまし

た。例年の学会発表後はご当地のグルメを堪能するというのが楽しみの一つですが，

　今回の発表後は缶コーヒーとサンドイッチでほっと一息ついて家路につきました。会

場で全国の先生方と直接お話できる日が待ち遠しいです。

第82回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・学術総会
喜　山　敏　志

　2020年12月24日・25日に第82回耳鼻咽喉科臨床学会 総会・学術総会が開催されまし

た。元々は2020年 6 月25日・26日に開催予定でしたが，新型コロナウィルス感染症の流

行に伴い，半年ほど延期しての開催となりました。

　当教室からは山下勝教授，積山幸祐先生，井内寛之先生，松崎尚寛先生，私の 4 人が

参加しました。山下先生は一般演題ポスター　喉頭 1 にて座長を務められ，積山先生は

「口腔底巨大類表皮嚢胞の 1 例」，井内先生は「上皮細胞内侵入細菌に対する各種抗菌薬

の作用」，松崎先生は「副甲状腺癌の血管内転移症例」，私は「突発性難聴が疑われた多

発性硬化症の 1 例」という演題でそれぞれ WEB 発表いたしました。WEB での発表は

時間の面など便利ではありました。しかし，学会独特の雰囲気や発表の緊張感はとても

感じられるものではありませんでした。新型コロナウィルスの収束，以前のような学会

が開けるような日が来ることを願わずにはいられない学会でした。
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第90回日本感染症学会西日本地方会学術集会・
第63回日本感染症学会中日本地方会学術集会・
第68回日本化学療法学会西日本支部総会

大　堀　純一郎

　本学会は2020年11月 5 日から 7 日まで福岡県のアクロス福岡で開催された。当科から

は大堀が参加した。シンポジウム 1 　「上気道感染症 / 耳鼻咽喉科感染症に対する抗菌

薬治療」司会　門田　淳一先生（地方独立行政法人長崎市立病院機構　長崎みなとメ

ディカルセンター），保富　宗城先生（和歌山県立医科大学医学部耳鼻咽喉科・頭頸部

外科学講座）において「成人の急性咽頭炎・扁桃炎の抗菌薬治療」について発表した。

コロナ禍での学会で，シンポジウムも現地参加，リモート参加のハイブリッド形式で行

われた。シンポジウムでは，上気道感染症に対して，小児科の立場から川崎医科大の大

石智洋先生，感染症科の立場から大分大学の小宮幸作先生がそれぞれ発表された。耳鼻

咽喉科からは，和歌山県立医大の杉田玄先生が「急性中耳炎および急性鼻副鼻腔炎に対

する抗菌剤適正使用に基づく治療戦略」について発表された。杉田先生は，私が留学し

たアラバマのワクチンセンターに同時期に留学しておられ，しばらく一緒に研究をした

仲である。当時を懐かしむとともに，帰国後も研究継続している姿に刺激を受けた。学

会は，既知の研究仲間と刺激しあったり，新しい分野の研究者と出会ったりする絶好の

機会であるが，今後はこのような形の学会が増えていくのだろうと感じた。一方で，地

方にいても交通費を使わず，いろんな研究者たちとディスカッションできるような環境

になることで，ますます励まねばならないなと感じた。

第59回日本鼻科学会総会・学術講演会
伊　東　小都子

　順天堂大学の主催で行われました同学会ですが，コロナの関係もあり，リモートで

の参加となりました。私は「内視鏡下鼻腔手術で開窓した鼻口蓋管嚢胞の 1 例」につ

いて ZOOM を使った発表を行いました。初めてのリモートの発表であり，内容もです

が，きちんと繋がるか，自宅のネット環境は問題ないかなどの緊張感もあり，新鮮な気

持ちでの発表となりました。自分の発表までは緊張して他の人の発表がなかなか耳に入

らず，終わった後はリラックスして発表を聞くことができるのは，現地での発表でもリ

モートでも変わらないかな，と感じました。参加させていただき，感謝しております。
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4 ．関連病院便り

鹿児島医療センター便り
西　元　謙　吾

　令和 2 年度の鹿児島医療センターは新型コロナウイルス感染蔓延の影響をもろに浴び

るような 1 年でした。 4 月末から 6 月までは緊急事態宣言で入院を制限したことから手

術症例が極端に減少し，その後は回復するものの，年が改まった 2 月に病棟内で発生し

た新型コロナウイルスのクラスターで 1 か月ほど手術ができない期間がありました。そ

の影響は計り知れず，現在この関連病院便りを作成している時点でも完全には回復して

いません。クラスター対応時に当院が外来休診・病棟閉鎖の影響で皆様に多大なご迷惑

をおかけしたことにこの場をかりてお詫び申し上げます。この新型コロナウイルスクラ

スター発生の経緯につきましてはいずれ皆様にご報告したいと考えています。当院では

入院時に抗原検査，胸部 CT，PCR などをほぼ全例に行っていましたが，それにもかか

わらずクラスターが発生したことはこの新型コロナウイルス感染防御の難しさを如実に

物語っています。

　その新型コロナウイルスクラスターの影響もあり，当院での耳鼻咽喉科診療は大きく

変貌しました。病院の構造上の問題で外来・病棟とも窓を開けた換気ができないため，

すべてのユニットにクリーンパーテーションを設置しました。これは，空気の流れを一

方向のみにする装置でエアロゾルの暴露を大幅に減少させます。また，内視鏡検査や組

織生検の処置の際にも原則 PPE を基本として厳重な感染対策をとっています。耳鼻咽喉

科は飛沫やエアロゾルを発生の機会が多い診療科ですので，新型コロナウイルス感染が

いまだに猛威を振るっている現状ではやりすぎくらいの対策がいいのかもしれません。

基本的には入院・外来すべての患者が感染していると考えて対応するようにしています。

また，これまでの外来診察では患者が多くいわゆる「密」になっている環境を感染対策

チームに指摘されおり，今後は紹介していただいた先生方と診療連携をより進めて効率

のいい診療に努めていきたいと考えています。

　スタッフとして今年度は前半に喜山聡先生・徳重先生，後半は喜山先生・安藤先生が

来ていただいて，新型コロナウイルス感染対策が困難な状況の中鹿児島医療センターの

耳鼻咽喉科診療を担っていただきました。先生方には歓迎会・送別会もろくにできず，

特に喜山先生，安藤先生はクラスター発生時に10日ほどホテル住まいまでしていただき

ましたこともあり申し訳なく思っています。特殊な体験ができたというプラス思考に考

えていただければありがたいのですが。

　昨年度は歴代最多の手術件数でしたが，令和2年度の手術症例は症例数が大きく減少
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しています。巷ではワクチンの接種が始まっていますが，あと 1 ～ 2 年は状況が好転す

るとは考えにくく，精神的に緊張を強いられる状況が続くかもしれません。偶然にも昨

年の鹿児島医療センター便りで，「新型コロナウイルス感染症蔓延の影響で医療システ

ムも大きく変容していくかもしれません」と書いていますが，平成 3 年度も with コロナ，

after コロナにむけてさらなる医療システムの変化があるかもしれません。新しい情報を

吸収し，二度とクラスターを発生させないように努めてまいりますので今年度もよろし

くお願いします。

手術件数（手術記録にあるもの）

良性疾患

口蓋扁桃摘出術（アデノイド切除術同時手術も含む） 67例

内視鏡下鼻副鼻腔手術（鼻中隔・下鼻甲介同時手術も含む） 両側44例

 片側73例

鼻中隔矯正術・粘膜下下鼻甲介骨切除術 11例

顔面骨骨折整復手術 1例

鼓室形成術（耳小骨再建あり） 10例

鼓室形成術（耳小骨再建なし）・鼓膜形成術 11例

顔面神経管開放術・内耳窓閉鎖術 9例

外耳道良性腫瘍手術・外耳道遺物（複雑） 5例

悪性外耳道炎手術 1例

チューブ留置術・アデノイド切除・先天性耳廔孔など 16例

耳下腺良性腫瘍摘出術 48例

顎下腺良性摘出術・顎下腺腫瘍摘出術 13例

舌下腺良性摘出術・舌下腺腫瘍摘出術 5例

甲状腺良性腫瘍摘出術 7例

副甲状腺腫瘍摘出術 3例

頸部良性腫瘍・嚢胞摘出術 18例

深頸部膿瘍切開排膿 3例

口腔・咽頭腫瘍など 21例

喉頭直達鏡手術・食道直達鏡手術 73例

その他（気管切開・リンパ節摘出術・皮弁形成術など） 61例

 500例

Ⅻ．医局通信



－45－

悪性疾患
頭頸部悪性腫瘍手術（再建術あり：口腔 1 ，中咽頭 1 ，下咽頭 7 ） 9例

喉頭全摘術 3例

口腔・咽頭悪性腫瘍手術（経口腔的） 13例

喉頭悪性腫瘍手術（経口腔的） 15例

鼻副鼻腔悪性腫瘍手術 2例

頸部郭清術単独 9例

甲状腺悪性腫瘍手術 14例

耳下腺悪性腫瘍手術 6例

顎下腺悪性腫瘍手術 2例

 73例

（悪性腫瘍手術で頸部郭清を行った症例：両側 9 例　片側17例　合計35側）

総症例数 573例

鹿児島市立病院耳鼻咽喉科便り
高　木　　　実

　いつもお世話になっております，鹿児島市立病院耳鼻咽喉科高木です。

　2020年度は色々な点で変化を感じる年度でした。

　2019年末からの COVID-19感染症の影響で通常手術の延期や外来診療の変化や，市立

病院内での COVID-19対応ベッド増床のため各科のベッド数の減少や病棟再編等ありま

した。以前勤務されていた医師が『人類は感染症に苦しむ』と言っていたことを思い出

しました。まさにその通りであり，シュミレーションでは第 5 波の可能性も示唆されて

います。来年には収束し，アフターコロナの世界であればと思っています。

　また2020年 4 月からは一時三人体制で診療を行っていましたが， 5 月には鹿児島大学

医局より馬越医師が赴任されました。また12月には宮崎大学医局人事移動で平原医師の

退職，2021年 1 月に後任の宮永医師が赴任されました。

　鹿児島市立病院耳鼻咽喉科は新メンバーをむかえ，更なる変化があるかもしれませ

ん！

　各々頑張りたいと思っています。

　今後とも御指導御鞭撻の程宜しくお願い致します。
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鹿児島厚生連病院便り
牧　瀬　高　穂

　鹿児島厚生連病院耳鼻咽喉科の牧瀬です。令和元年 6 月に赴任して約 2 年の月日が流

れました。鹿児島市内にある入院可能で手術もできる施設として，孤軍奮闘しておりま

す。皆様のおかげで手術件数や入院件数も増加傾向にあり，微力ですが地域医療に貢献

できたのではと思います。特に鼻科手術に関しては力を入れ，好酸球性副鼻腔炎に対す

る内視鏡手術やアレルギー性鼻炎などによる鼻閉改善手術を行い（年間196例），患者さ

んのQ O L向上に繋がるよう努めております。また，急性化膿性扁桃炎や急性喉頭蓋炎，

突発性難聴，顔面神経麻痺など，入院加療が必要となる疾患の対応も行なっております。

病院スタッフにも耳鼻咽喉科臨床を徐々に理解していただけるようになり，充実した診

療を行えるようになりました。今後もより良い耳鼻咽喉科頭頸部外科診療を提供できる

よう，スタッフ一同協力して診療に当たりたいと存じます。

藤元総合病院だより
森　園　健　介

　コロナ禍において，なかなかほかの先生方と直接お会いする機会もないまま季節は巡

り，また新たな病院だよりを書く季節がやってまいりました。皆様いかがお過ごしで

しょうか。藤元総合病院に勤務させていただいていた森園です。

　皆様すでに御存じのことかと存じますが，わたくし森園は2021年 3 月をもって鹿大耳

鼻咽喉科医局を退局させていただくことになり，それに伴い藤元総合病院での勤務も終

えることとなりました。

　藤元総合病院での勤務は15年近くとなり，非常に長い期間の勤務となりました。その

間特に大きなトラブルもなく診療に携わることができたのは，藤元総合病院においては

他科の先生方をはじめとして看護師や薬剤師，技師，療法士そして事務方といった数多

くのスタッフに，また耳鼻科領域においては鹿児島大学病院や鹿児島市立病院，鹿児島

医療センターといった基幹病院の先生方に何度も助けていただいたことによるところだ

と考えております。感謝の言葉をいくら尽くしても全く足りないほど心から感謝してお

ります。

　また併せて片平さん，大夫堀さん，もう居られませんが宮内さん，短い間でしたが中
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馬さんといった医局のスタッフの皆様にも大変お世話になりました。私事にはなります

が私も昨年ようやく結婚させていただきました。妻の前職は鹿大皮膚科の秘書だったこ

ともあり，スタッフには迷惑をかけるなと今でも度々注意されております（今回もまた

さくらじまの原稿が提出期限を過ぎてしまい，たいへん，たいへん申し訳ございません

でした）。

　私の退職に伴い藤元総合病院耳鼻咽喉科は当面鹿大の先生方による週 2 回の非常勤で

の勤務になるとのことで，これまでのように急患や入院患者を受け入れることは難しく

なるため，近隣の先生方には大変御迷惑をお掛け致します。突発性難聴など高気圧酸素

療法が必要な症例につきましては内科の先生との連携で，ある程度入院対応はしていた

だけると伺っておりますので，御相談していただければと思います。

　今後は開業医として都城および大隅地方の診療に携わっていければと思っておりま

す。引き続き山下教授率いる鹿大耳鼻科の皆様や諸先輩方には御迷惑をお掛けすること

も多々あると思いますが，今後ともどうか宜しくお願い致します。

　最後になりますが，長い間皆様本当にお世話になりました。ありがとうございました。

天辰病院だより
松　崎　尚　寛

　2020年度は 4 月から 6 月が松元隼人先生， 7 月から 9 月が伊東小都子先生，10月から

12月が久徳貴之先生，そして 1 月から 3 月まで私が勤務させていただきました。

　当院は入院施設を併設しているため，通常の外来診療に加えて，近隣の開業の先生方

からご紹介いただいた患者様の入院加療や，大学病院での術後の患者様，放射線化学療

法後の患者様の継続入院加療を行ってきました。

　入局以降，大学病院と鹿児島医療センターでの勤務経験しかない私にとっては，耳鼻

科医が一人という環境で不安はありましたが，大学の先生方や病院のスタッフの方々に

助けられながら，なんとか勤務できました。

　病院では外来看護師さんには日ごろの診療で助けていただき，理事長先生，院長先生，

病棟スタッフ，栄養士さん，事務のスタッフの方々にも大変お世話になりました。

　2021年度に入り 4 月からは喜山敏志先生が赴任されています。

　コロナウイルスの感染拡大により大変な状況ではありますが，今後も大学，同門の先

生方と連携して地域医療の一端を担えるよう頑張っていきますので皆様何卒よろしくお

願い申し上げます。
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�．関連病院
（令和3年6月現在）

病　　院　　名 郵便番号 住所 （TEL・FAX） 外来診療曜日 手術曜日

国立病院機構

　鹿児島医療センター

892-0853 鹿児島市城山町8-1

TEL:099-223-1151

FAX:099-226-9246

月・水・金

（8:30～11:00）

月・火・水

木・金

国立療養所星塚敬愛園 893-0041 鹿屋市星塚町4204

TEL:0994-49-2500

FAX:0994-49-2542

月・水

（8:30～17:00）

鹿児島市立病院 890-8760 鹿児島市上荒田37-1

TEL:099-230-7000

FAX:099-230-7070

新患 月･水･金

再診 火・木

（8:30～11:00）

月 ･ 水 ･ 金

寺田病院 895-2513 伊佐市大口上町31-4

TEL:0995-22-1321

FAX:0995-22-2947

月 ･ 火 ･ 木 ･ 金

（9:00～17:00）

土

（9:00～12:00）

水曜日休診

藤元総合病院 885-0055 都城市早鈴町17-1

TEL:0986-25-1212

FAX:0986-25-8941

水 ･ 金

（9:00～15:00）

あまたつクリニック 891-0175 鹿児島市桜ケ丘4-1-6

TEL:099-264-5553

FAX:099-264-1771

月 ･ 火 ･ 木 ･ 金

（9:00～18:00）

土

（9:00～13:00）
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�．関連病院

病　　院　　名 郵便番号 住所 （TEL・FAX） 外来診療曜日 手術曜日

垂水中央病院 891-2124 垂水市錦江町1-140

TEL:0994-32-5211

FAX:0994-32-5722

火・木

（14:00～17:00）

土

（9:00～12:30）

加治木温泉病院 899-5241 姶良市加治木町木田4714

TEL:0995-62-0001

FAX:0995-62-3778

木・金

（10:00～16:30）

月・火・水

（9:00～17:30）

種子島医療センター 891-3198 西之表市西之表7463

TEL:09972-2-0960

FAX:09972-2-1313

火

（9:00～17:30）

水

夏（14:00～17:00）

冬（14:00～16:20）

出水郡医師会

　広域医療センター

899-1611 阿久根市赤瀬川4513

TEL:0996-73-1331

FAX:0996-73-3708

火・金

（8:30～15:30）

栗生診療所 891-4409 熊毛郡屋久島町栗生1743

TEL:09974-8-2103

FAX:09974-8-2751

隔週木曜日

（8:00～15:30）

今村総合医院 890-0064 鹿児島市鴨池新町11-23

TEL:099-251-2221

月～土

（8:30～11:30）
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�．関連病院

病　　院　　名 郵便番号 住所 （TEL・FAX） 外来診療曜日 手術曜日

県立大島病院 894-0015 奄美市名瀬真名津町18-1

TEL:0997-52-3611

木

（10:00～17:00）

金

（8:30～15:00）

鹿児島厚生連病院 890-0061 鹿児島市天保山町22-25

TEL:099-252-2228

FAX:099-252-2736

月・水・木

（8:30～17:00）

土

（8:30～11:30）

火

公立種子島病院 891-3701 熊毛郡南種子町

中之上1700-22

TEL:0997-26-1230

毎週木曜日

（8:30～16:00）

前原総合病院 899-2201 日置市東市来町湯田3614

TEL:099-274-2521

FAX:099-274-3306

月･火･水･木･金

（9:00～17:30）

土

（9:00～12:30）
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�．海外同門会名簿

氏　　　　　名 在　局　期　間 連　　　　絡　　　　先

1 李　廷権
（韓国，延世大学）

昭和60年 7 月 1 日
～61年12月25日

平成元年 6 月26日
～ 8 月25日

Department of Otolaryngology
Severance Hospital
College of Medicine Yonsei University
C.P.O. BOX 8044, Seoul, 100-680
KOREA
TEL 82-2-2228-3605

2 Richard T. Jackson
（アメリカ，Emorty 大学）

昭和60年 9 月 6 日
～12月 5 日

Emory University School of Medicine Center
Labolatory of Otolaryngology
441 Woodruff Memorial Building
Atolanta, Georgia 30322
U.S.A.

3 閔　陽基
（韓国，ソウル大学）

昭和61年 1 月22日
～ 2 月21日

Department of Otolaryngology
Collefge of Medicine Seoul National Universi-
ty
28 Yoongun-Dong, Chongro - Koo
Seoul 110, KOREA

4 Sumet Peeravud
（タイ，ソンクラ大学）

昭和62年 5 月 7 日
～ 7 月11日

Department of Otolaryngology
Faculty of Mediciene,
Prince of Songkla University
Haadyai, Sonkgkla
Thailand

5 Khemchart 
Tonsakurungruang
（タイ，チョラロンコン大学）

昭和62年 6 月25日
～63年 6 月14日

Department of Otolaryngology
Faculty of Medicine Chulalongkorn Universi-
ty
Bangkok 10500, Thailand

6 金　済霖
（中国，中国医科大学）

昭和62年 8 月 1 日
～10月29日

中華人民共和国
沈阳市和平区南京街五段三号
中国医科大学附属第一医院
耳鼻咽喉科学教室

7 Phanuvich Pumhirum
（タイ，タイ軍医科大学）

昭和63年 3 月 9 日
～ 3 月31日

Department of Otolaryngology
Phra Mongkutklao Hospital
Bangkok 10400,
Thailand

8 Phakdee Sannikorn
（タイ，ラジブチ病院）

昭和63年 4 月 5 日
～平成元年 6 月 5 日

Department of Otolaryngology
Rajvithi Hospital
Rajvithi Road, Phyathai, Bangkok 10400
THAILAND     TEL 2460052     EXT 520
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�．海外同門会名簿

氏　　　　　名 在　局　期　間 連　　　　絡　　　　先

9 Acharee Sorasuchart
（タイ，チェンマイ大学）

昭和63年 4 月24日
～ 5 月15日

Department of Otolaryngology,
Faculty of Medicine, Chiang Mai University
Chiang Mai 50002, THAILAND

10 Cheerasook 
Chongkolwatana
（タイ，マヒドール大学）

昭和63年 5 月 9 日
～ 9 月30日

Department of Otolaryngology
Faculty of Medicine Siriraj Hospital
Mahidol University
Bangkok 7, THAILAND

11 Chul-Hee Lee
（韓国，ソウル大学）

昭和63年 7 月14日
～ 8 月14日

Department of Otolaryngology
College of Medicine, Seoul National Universi-
ty
28 Yeonkun-dong, Chongro-ku, Seoul, 110
KOREA

12 金　春順
（中国，白求恩医科大学）

平成元年 3 月 6 日
～ 4 月 5 日

平成 2 年 4 月 1 日
～ 9 月30日（11月14日）

平成 4 年10月26日
～11月 3 日

中国吉林省長春市南 小街吉林工大新村18棟 5
号

13 Surat Mongkolaripong
（タイ，ラジブチ病院）

平成元年 3 月10日
～10月31日

Department of Otolaryngology
Rajvithi Hospital
Rajvithi Road, Phyathai, Bangkok 10400
THAILAND     TEL 2460052     EXT 520

14 Pierre-Marie Benezeth
（フランス，グルノーブル大学）

平成元年 9 月 8 日
～10月17日

平成 3 年 4 月 7 日
～ 4 月 9 日

7 Place De La Republique
26000 Valence
France
TEL 75-43-11-86     FAX 75-55-41-10

15 Preedee Ngaotepprutaram
（タイ，マヒドール大学）

平成元年 9 月14日
～ 2 年 9 月13日

Department of Otolaryngology
Prapokklao Hospital
Amphoe Muang, Chanthaburi 22000,
THAILAND

16 Myung-Whun Sung
（韓国，ソウル大学）

平成 2 年 1 月20日
～ 3 月19日

Department of Otolaryngology
College of Medicine, Seoul National Universi-
ty
28 Yeonkun-dong, Chongro-ku, Seoul, 110
KOREA

17 鄭　勝圭
（韓国，廷世大学）

平成 2 年 3 月 9 日
～ 3 年 4 月27日

Department of Otolaryngology
Samsung Medical Center
50 Ilwon-dong, Kangnam-ku
Seoul, 135-230
KOREA 135-230
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�．海外同門会名簿

氏　　　　　名 在　局　期　間 連　　　　絡　　　　先

18 Markus Rautiainen
（フィンランド，クオピオ大学）

平成 2 年12月 7 日
～ 3 年12月21日

平成 5 年10月12日
～10月17日

Department of Clinical Sciences（ENT）
Tampere University, PL607
SF-33101 Tampere
Finland

19 Dacha Noonpradej
（タイ，ハジャイ病院）

平成 3 年 4 月10日
～ 9 月 7 日

Department of Otolaryngology
Haadyai Hospital
Haadyai, Songkhla, 90110
Thailand
TEL 074-230800-4

20 Chehlah Muhmaddaoh
（インドネシア，YARSI 医科
大学）

平成 4 年 5 月17日
～ 5 年 5 月16日

113/18 Siroros Road
T. Seteng
A. Muang
C. Yala （95000）
Thailand
FAX 66-073-221665

21 方　深毅
（台湾，台湾大学）

平成 4 年 7 月 1 日
～ 9 月26日

Department of Otolaryngology
National Cheng Kung University Hospital
138, Sheng hi Road, Tainan 70428
Taiwan, R.O.C.
TEL 06-2353535     EXT 2309

22 Ic-Tae Kim
（韓国，ソウル大学）

平成 5 年 8 月 3 日
～ 9 月28日

Department of Oto ; laryngology
College of Medicine, Seoul National Universi 
ty
28 Yeonkun-dong, Chongro-ku, Seoul, 110
KOREA

23 Joon-Heon Yoon
（韓国，廷世大学）

平成 5 年 6 月 5 日
～ 6 月 8 日

平成 6 年 1 月18日
～ 3 月 1 日

Department of Otolaryngology
Severance Hospital
College of Medicine Yonsei University
C.P.O. BOX 8044, Seoul, 100-680
KOREA
TEL 82-2-361-5780

24 Prasit Mhakit
（タイ，Pramongkutklao 大
学）

平成 6 年 3 月11日
～ 6 月 4 日

Department of Otolaryngology
Pramongkutklao College of Medicine,
Thailand
TEL 662-246-0066     EXT 3076, 3100

25 呂　宏光
（中国，大連医科大学）

平成 6 年 4 月 2 日
～ 4 月19日

中華人民共和国
大連市中山路222號
大連医科大学附属第一病院
耳鼻咽喉科学教室
〒　116011
TEL 3635963-3088

26 王　振　海 平成 5 年 1 月25日
～平成 9 年 3 月31日

中国医科大学附属第二病院
耳鼻咽喉科
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�．海外同門会名簿

氏　　　　　名 在　局　期　間 連　　　　絡　　　　先

27 Jussi Laranne
（フィンランド，タンペレ市）

平成 6 年 4 月 4 日
～ 7 年 6 月13日

SUKKAUAR  TAAN  KATU  6A8
33100  TAMPERE
Finland

28 Sidagis Jorge 平成 6 年10月 3 日
～11年 3 月31日

Comp. Hab. Malvin Norte, 
Calle 122, No 2152/301, Block 7,
Montevideo, CP11400 U
URUGUAY （South America）

29 馬　秀　嵐
（中国，中国医科大学）

平成 8 年 1 月25日
～ 8 年12月30日

中国瀋陽市和平区南京北155号
中国医科大学第一臨床学院耳鼻咽喉科
〒110001

30 歐　　俊　巖 平成13年 3 月23日～H13. 9 Department of Otolaryngology
National Cheng Kung University Hospital
138, Seng Li Rd., Tainan Taiwan
TEL +886-6-2353535
FAX +886-6-2377404

31 孫　　東 平成13年 4 月 2 日～H17. 3 114003
中国遼寧省鞍山市鉄来区対炉山新呉衛21-7号

32 王　旭　平 平成20年11月 1 日
～ H21年 2 月13日

〒210002
中国江 省南京市白下区楊公井34 34号
南京市楊公井病院　　耳鼻咽喉科
電話番号：86-25-80864050 （office）
　　　　　86-25-84542942 （home）
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�．自治医大研修生

氏　　　名 最終職別 在 局 期 間

西　　　宜　行 研 修 生 59. 4 -59. 6

河　野　正　樹 研 修 生 60. 4 -60. 6
61. 1 -61. 3

山　内　慎　介 研 修 生 62. 4 -62. 6

四　元　俊　彦 研 修 生 63. 4 -63. 6

畑　　　幸　宏 研 修 生 63. 10-63. 12

三　角　芳　文 研 修 生 63. 10-63. 12

吉　満　伸　幸 研 修 生 Ｈ 2 . 7 -Ｈ 2 . 9

斧　淵　泰　裕 研 修 生 Ｈ 2 . 10-Ｈ 2 . 12

宮　原　広　典 研 修 生 Ｈ 3 . 1 -Ｈ 3 . 3

黒　木　　　茂 研 修 生 Ｈ 5 . 7 -Ｈ 5 . 9

神　野　公　宏 研 修 生 Ｈ 5 . 10-Ｈ 5 . 12

藤　郷　秀　樹 研 修 生 Ｈ 5 . 10-Ｈ 5 . 12

的　場　康　平 研 修 生 Ｈ 7 . 1 -Ｈ 7 . 3

伊瀬知　　　敦 研 修 生 Ｈ 7 . 10-Ｈ 7 . 12

泊　口　哲　也 研 修 生 Ｈ 8 . 1 -Ｈ 8 . 3

島　名　昭　彦 研 修 生 Ｈ 8 . 7 -Ｈ 8 . 9

福 田 弘 志 研 修 生 Ｈ 8 . 10-Ｈ 8 . 12
Ｈ 9 . 4 -Ｈ 9 . 6

安　藤　五三生 研 修 生 Ｈ 9 . 1 -Ｈ 9 . 3

吉 元 英 之 研 修 生 Ｈ10. 4 -Ｈ10. 6

肘 黒 公 博 研 修 生 Ｈ11. 1 -Ｈ11. 3

横 山 孝 二 研 修 生 Ｈ11. 4 -Ｈ11. 6
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�．自治医大研修生

氏　　　名 最終職別 在 局 期 間

田 中 裕 之 研 修 生 Ｈ11. 7 -Ｈ11. 9

永 野 広 海 研 修 生 Ｈ13. 6 -Ｈ13. 12

森 田 喜 紀 研 修 生 Ｈ15. 1 -Ｈ15. 3
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同門会会則

鹿児島大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
同　門　会　会　則

（総則）

第 1 条　　本会は鹿児島大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室同門会と称する。

第 2 条　　本会は鹿児島大学大学院耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室（以下教室と略す）

に事務所をおく。

（目的ならびに事業）

第 3 条　　本会の目的は会員相互の親睦を図り，学術研究ならびに社会的発展に資する

にある。

第 4 条　　本会は前条の目的を達成するため次の事業を行う。

1 ．同門会総会の開催

2 ．同門会誌ならびに会員名簿の発行

3 ．記念事業の開催

4 ．その他本会の目的を達成するために必要な事業

（会則）

第 5 条　　本会は会員を次のとおりとする。

教室に在籍又はこれと同等と認められる者。本会の趣旨に賛同し入会を希望

して承認された者。

第 6 条　　本会の運営は会費及び寄付金をもって行う。会費は年会費（開業医10.000円，

勤務医4.000円）を納めるものとする。特別会員，顧問は会費を免除する。（但

し70歳以上）

第 7 条　　会費を滞納した会員は本会より連絡を受けられないことがある。

第 8 条　　会員は希望により退会することができる。

第 9 条　　会員であって本会ならびに教室の名誉を著しく傷つけた場合には役員会の決

議を経て会長がこの者を除名することができる。

（役員）

第10条　　本会には次の役員をおく。会長 1 名，副会長，理事，監事，幹事それぞれ若

干名。

なお本会に名誉会長ならびに顧問をおくことができる。役員の任期は 3 年と

する。

第11条　　会長は教室主任教授又は同門会会員から選び，会務を統轄する。

第12条　　役員改選時，（旧）役員会は（新）会長候補を決定し，総会での承認を経て
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同門会会則

新会長が選出される

第13条　　副会長は会員の中から会長がこれを委嘱し，会長を補佐する。

第14条　　理事は会員の中から会長がこれを委嘱し，会務を審議する。

第15条　　監事は役員会においてこれを選出し，会長がこれを委嘱する。

監事は会計を監査する。

第16条　　幹事は会員の中から会長がこれを委嘱し，会務処理に当たるものとする。

第17条　　名誉会長ならびに顧問は会員の総意に基づき推挙されるものとする。

（会議）

第18条　　総会は年 1 回開催する。必要があれば会長は臨時総会を招集し得る。

総会における決議は出席会員の過半数をもってする。

第19条　　役員会は会長が招集し，事業計画，経理その他重要な事項を審議する。

（会則の変更）

第20条　　本会の会則は総会の承認を得て，変更することができる。

（本会則は平成22年 1 月17日より施行する。）
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編　集　後　記

　このたび第35号「さくらじま」を皆様のお手元にお届けすることができました。

　「さくらじま」が創刊されたのが大山勝名誉教授就任中の1987年のことです。その後，

黒野祐一名誉教授の時代を経て，この度，山下勝教授が就任されました。本号の編集

を行いながら，多くの諸先輩方の努力の上に当教室の今があることを強く感じました。

同門の諸先生方と教室員との繋がりである縦糸と教室員同士の繋がりの横糸によって，

教室の歴史が紡がれていくのだと思います。現在教室員のマンパワーは十分とはいいが

たく，新専門医制度や働き方改革の下で教室運営の目前にはたくさんの山々が立ちはだ

かっています。現状だけを見ていると教室の歴史の一時期を担っていることを見失いそ

うになりますが，いま現在の横糸が味わいのある織物を織りなしていたのだと振り返ら

れる日を信じて，教室員一丸となっていけたらと切に望みます。長引くコロナ禍で同門

の先生方も大変なご苦労をなされていることとお察しします。晴れて皆で集まって歓談

できる日が来ることを楽しみにしております。同門会および地方部会の先生方におきま

しては，日頃より多大なるご支援をいただき，本当に感謝しております。今後ともご支

援のほど何卒よろしくお願い致します。（文責：川畠雅樹）

令和 3 年 6 月吉日　　

編集長（医局長）川畠雅樹　

編集委員　　　　久徳貴之　

大夫堀昌子

令和 3 年 7 月 5 日　印刷
令和 3 年 7 月12日　発行

発　行　鹿 児 島 大 学 大 学 院
 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学教室
 電話（099）275-5410

印　刷　斯 文 堂 株 式 会 社
 電話（099）268-8211

さくらじま　第35号
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